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　この問題集は「大学入学共通テスト」（2020年度開始）に向け、主に高校生（あるいは、それに
続く中学生）や、指導される先生がたの一助となればいい、と願って編みました。しかし、「学習参
考書として邪道ではないか？」。書名だけを見て、こんな印象を持った人もいることでしょう。
　無理もありません。前例のない次の《１》《２》を、最大の特徴としているからです。
　《１》「国語」「公民」という二つの教科を扱っている。
　《２》それぞれの学習内容を網羅しているわけではなく、次の２点に特化した。
　　　　❶「国語」で導入される「記述式問題」に備える。特に「表現力」の前提として、「実用的な文章」
　　　　　を中心とする複数のテクスト（文章やグラフ、表など）を横断的に読解する力を鍛える。
　　　　❷「公民」で、従来にも増して問われる「思考力・判断力」の基礎を養う。
　大きく変動する現代社会を生き抜くため、求められる力とは？　共通テストの背後にある問題意
識を見据えた結果、こんな装いになりました（２～５㌻参照）。邪道どころか直球勝負なのです。
　みなさんがこの本を「はじめの一歩」として力をつけ、入試という当面のハードルを乗り越える
ことを切に願います。その時は、テクニックにとどまらない「骨太な力」を手にしているはずです。

　この本のうち、公民 Lesson01 〜 10
は裏表紙の側から始まる構成になってい
ます。ページ番号も、このページとは別
の「１㌻」から始まります。「この本の
構成と使い方」もご覧ください。
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国　
語
（
記
述
式
）

　
ま
ず
、
共
通
テ
ス
ト
の
「
国
語
」
記
述
式
問
題
で
ど
の
よ
う
な
力
が
問
わ
れ
る
か
、
見
通

し
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の
力
が
問
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
も
考
え
ま
し
ょ
う
。「
何
を
」

だ
け
で
な
く
「
な
ぜ
」
問
う
の
か
（
出
題
の
意
図
）
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
、
的
確
に
答
え
る

こ
と
も
、
本
番
に
向
け
て
備
え
る
こ
と
も
難
し
い
か
ら
で
す
。

《
１
》
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う

　
想
像
力
を
少
し
だ
け
働
か
せ
て
、
次
の
よ
う
な
「
物
語
」
に
つ
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
２
》
問
題
例
の
共
通
点
を
見
抜
く

　
問
わ
れ
る
力
を
考
え
る
手
が
か
り
は
、
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス

ト
に
先
立
つ
同
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
「
記
述
式
問
題
の
モ
デ
ル
問
題
例
」
で
す
。

　
問
題
例
Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
「
身
近
で
実
用
的
な
文
章
が
出
題
さ
れ
た
」

と
報
じ
ま
し
た
。そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、「
実
用
的
な
文
章
」は
世
の
中
に
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

新
聞
記
事
や
広
告
、
手
紙
も
そ
の
一
例
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
問
題
例
Ａ
～
Ｃ
が
取
り
上
げ

た
「
実
用
的
な
文
章
」
の
共
通
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
何
ら
か
の
集
団
の
ル
ー
ル

を
定
め
た
規
範
的
な
文
章
だ
と
い
う
点
で
す（
以
下
、「
ル
ー
ル
文
」と
呼
び
ま
す
）。
な
ぜ「
記

述
式
問
題
で
ル
ー
ル
文
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
本
題
は
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
で
す
。
あ
な
た
は
何
を
見
聞
き
し
、
何
を
根
拠
に
ど
う

考
え
て
発
言
を
導
き
ま
し
た
か
？　
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
実
は
こ
う
し
た
受
け
答
え
を
日
ご
ろ
の
社
会
生
活
に
お
い
て
で
き
る
力
、
そ
れ
が
国
語
の

記
述
式
問
題
で
問
わ
れ
る
力
の
一
例
で
す
。
そ
う
言
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
以
上
の
「
物
語
」

は
二
〇
一
七
年
十
一
月
の
試
行
調
査
（
プ
レ
テ
ス
ト
）
で
示
さ
れ
た
記
述
式
問
題
を
基
に
、

議
論
の
場
と
テ
ー
マ
を
よ
り
身
近
な
「
修
学
旅
行
の
班
」「
自
主
研
修
の
行
き
先
」
に
置
き
換

え
、
ほ
ん
の
少
し
〝
味
つ
け
〟
を
変
え
た
だ
け
だ
か
ら
で
す
。

つ
か
ん
で
お
き
た
い「
問
わ
れ
る
力
」

ミ
　
ユ　
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
Ｒ
タ
ワ
ー
」、
行
っ
て
み
よ
う
よ
。　

ヒ
サ
エ　
私
は
青
高
新
聞
（
資
料
Ⅲ
）
の
「
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
」
で
一
位
の
Ｐ
神
社
に

行
き
た
い
。
Ｐ
神
社
に
行
け
る
な
ら
、Ｒ
タ
ワ
ー
も
Ｏ
Ｋ
だ
よ
。（
異
議
な
し
）　

ヒ
ロ
シ　
も
う
一
カ
所
行
く
時
間
は
あ
る
け
れ
ど
、
Ｑ
県
に
あ
る
Ｑ
寺
は
無
理
だ
な
。
日

程
上
、
Ｑ
寺
到
着
は
午
後
三
時
半
。
Ｑ
寺
か
ら
Ｐ
県
内
の
ホ
テ
ル
ま
で
電
車

を
乗
り
継
い
で
約
二
時
間
か
か
る
。「
自
主
ル
ー
ル
」
に
抵
触
し
て
し
ま
う
よ
。

ミ
　
ユ　
私
の
第
二
希
望
は
Ｑ
寺
。
今
を
逃
す
と
当
分
行
け
な
い
よ
。（
全
員
う
な
ず
く
）

ナ
ツ
コ　
あ
っ
、
い
い
手
が
あ
る
。
Ｑ
、
Ｐ
両
県
を
短
時
間
で
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
道
路
が

開
通
し
た
ば
か
り
な
ん
だ
。（
次
の
図
を
描
き
、
み
ん
な
に
見
せ
る
）

あ
な
た　
名
案
だ
ね
。
な
ぜ
な
ら
、【　
　
　
　
】。
し
か
し
、【　
　
　
　
】
点
が
単
独

行
動
の
温
床
に
な
る
と
受
け
と
め
ら
れ
な
い
か
、
少
し
心
配
だ
な
。

〈
４
〉
自
主
研
修
の
心
得

・
班
ご
と
に
行
動
し
、
単
独
行
動
は
慎
む
。

・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。

・
文
化
財
な
ど
に
落
書
き
し
な
い
。

・
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
入
ら
な
い
。

　
二
年
生
の
修
学
旅
行
を
前
に
、
新
聞
部
は
恒
例
の

「
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
」
ア
ン
ケ
ー
ト
を
三
年
生
に
実

施
し
た
。
一
位
は
「
学
問
、恋
愛
の
願
い
が
か
な
う
」

と
青
高
生
の
間
で
評
判
の
Ｐ
神
社
（
Ｐ
県
）。
二
位

は
美
し
い
庭
園
で
知
ら
れ
る
Ｑ
寺（
Ｑ
県
）だ
っ
た
。

　
昨
年
の
修
学
旅
行
を
教
訓
に
、
今
年
の
二
年
生
は

「
自
主
ル
ー
ル
」
を
定
め
た
。「
学
校
に
対
応
を
委
ね

る
よ
り
、
生
徒
自
ら
が
襟
を
正
す
べ
き
だ
」
と
い
う

生
徒
会
執
行
部
の
提
案
を
受
け
た
措
置
だ
。

　
生
徒
会
長
の
小
林
ア
ス
カ
さ
ん
は
「
今
年
の
二
年

生
が
一
年
生
に
範
を
示
せ
ば
、
自
由
な
校
風
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
自
主
研
修
で
身
勝
手
な
単
独

行
動
を
防
ぐ
た
め
、
移
動
時
も
み
ん
な
で
公
共
交
通

機
関
を
使
う
な
ど
、
知
恵
を
絞
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

青
空
高
校
新
聞 

修
学
旅
行
特
集
号　
三
年
生
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト　
二
年
連
続
で
「
Ｐ
神
社
」

二
年
生
が
独
自
に
決
め
た
自
主
ル
ー
ル

❶
自
主
研
修
の
行
き
先
は
ホ
テ
ル
（
Ｐ
県
）
か
ら

片
道
九
十
分
以
内
と
す
る
。

❷
ホ
テ
ル
へ
の
帰
着
時
刻
（
午
後
五
時
半
）
を
厳

守
す
る
。

修
学
旅
行
の
心
得
（
抜
粋
）

資
料
Ⅰ

資
料
Ⅲ

資
料
Ⅱ

問　
題　
あ
な
た
は
【　
　
　
】
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
か
。

正
答
例　
名
案
だ
ね
。
な
ぜ
な
ら
、【
み
ん
な
が
望
む
Ｑ
寺
に
行
っ
て
も
帰
着
時
刻
を
守
れ
る

し
、
電
車
を
使
う
よ
り
三
十
分
長
く
滞
在
で
き
る
】。
し
か
し
、【
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
す
る
】
点

が
単
独
行
動
の
温
床
に
な
る
と
受
け
と
め
ら
れ
な
い
か
、
少
し
心
配
だ
な
。

▼
み
ん
な
の
発
言
を
聞
き
、
青
高
新
聞
も
読
む
→
「
Ｒ
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
温
度
差
が
あ

る
。
だ
が
『
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
』
の
Ｐ
神
社
、
Ｑ
寺
に
は
み
ん
な
行
き
た
い
よ
う
だ
」

▼
ヒ
ロ
シ
の
発
言
を
受
け
て
「
自
主
ル
ー
ル
」
を
読
む
→
「
Ｑ
寺
に
行
っ
て
、
電
車
を
乗

り
継
い
で
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
、
❶
❷
の
両
方
に
抵
触
し
て
し
ま
う
」

▼
ナ
ツ
コ
案
を
見
る
→
「
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
、
新
道
で
帰
れ
ば
❶
❷
を
ク
リ
ア
で
き
る
」

▼
ナ
ツ
コ
案
が
校
内
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
吟
味
す
る
→
「『
心
得
』
が
禁
じ
る
単
独
行
動

と
の
関
係
で
、
青
高
新
聞
に
載
っ
て
い
た
生
徒
会
長
の
発
言
が
気
に
か
か
る
」

▼
自
分
が
気
に
な
る
点
を
み
ん
な
に
伝
え
、
一
緒
に
考
え
て
も
ら
う

〈
問
題
例
Ａ
〉
部
活
ル
ー
ル
を
巡
る
問
題
＝
二
〇
一
七
年
十
一
月
の
プ
レ
テ
ス
ト

●
議
論
の
場
…
…
生
徒
会
部
活
動
委
員
会
の
執
行
部
会

●
議
論
の
テ
ー
マ
…
…
生
徒
会
部
活
動
規
約
に
則の
っ
と

り
、「
部
活
動
の
終
了
時
間
」
の
延
長
を
提

案
す
べ
き
か
否
か

●
考
慮
す
べ
き
情
報
…
…
生
徒
の
要
望
▽
他
校
の
現
状
▽
新
聞
部
の
記
事
（
生
徒
の
要
望
、生

活
指
導
担
当
の
先
生
の
意
見
）

〈
問
題
例
Ｂ
〉
市
の
景
観
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
巡
る
「
モ
デ
ル
問
題
例
１
」

●
議
論
の
場
…
…
か
お
る
さ
ん
の
家
庭
（
立
場
が
違
う
父
と
姉
の
意
見
交
換
）

●
議
論
の
テ
ー
マ
…
…
市
が
公
表
し
た
景
観
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
民
家
や
看
板
に
も
伝
統

的
建
築
物
と
調
和
し
た
色
彩
な
ど
を
求
め
て
い
る
こ
と
の
是
非

●
メ
イ
ン
の
問
題
…
…
姉
に
賛
成
す
る
か
お
る
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
▽
姉
の
意
見
と
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
一
致
点
▽
姉
の
意
見
を
補
う
方
法
―
―
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
含
め
て
記
述

す
る
（
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
）

〈
問
題
例
Ｃ
〉
駐
車
場
の
使
用
契
約
を
巡
る
「
モ
デ
ル
問
題
例
２
」

●
議
論
の
場
…
…
サ
ユ
リ
さ
ん
と
駐
車
場
管
理
会
社
の
応
酬

●
議
論
の
テ
ー
マ（
例
）…
…
契
約
書
に
照
ら
し
、
管
理
会
社
の
主
張
は
妥
当
か
否
か

●
メ
イ
ン
の
問
題
…
…
管
理
会
社
が
「
途
中
解
約
」
を
理
由
に
一
カ
月
分
の
料
金
支
払
い
を
サ

ユ
リ
さ
ん
に
求
め
て
き
た
。
し
か
し
契
約
書
の
適
用
を
誤
っ
て
お
り
、
サ
ユ
リ
さ
ん
は
支
払

う
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
根
拠
を
示
し
て
記
述
す
る
（
百
二
十
字
以
内
）

●
メ
イ
ン
の
出
題
…
…
終
了
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
意
見
、
慎
重
な
意
見
を
整
理

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
含
め
て
記
述
す
る
（
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
）

　

あ
な
た
が
通
う
青
空
高
校
の
修
学
旅
行
は
、
二
年
生
の
秋
に
あ
る
。
行
き
先
は
毎
年

同
じ
「
古
都
Ｐ
」（
Ｐ
県
）
だ
が
、
三
日
目
の
「
自
主
研
修
」
の
人
気
は
根
強
い
。
比
較

的
緩
や
か
な
「
修
学
旅
行
の
心
得
」（
資
料
Ⅰ
）
さ
え
守
れ
ば
、
ま
る
一
日
フ
リ
ー
。
生

徒
た
ち
は
「
青
高
の
自
由
な
校
風
」
を
こ
こ
で
満
喫
し
た
う
え
で
、
高
校
生
活
最
後
の

年
を
迎
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、今
年
の
二
年
生
に
と
っ
て
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
た
。修
学
旅
行
に
向
け
、

学
年
独
自
の
「
自
主
ル
ー
ル
」（
資
料
Ⅱ
）
を
決
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
だ
。
一
年

前
の
修
学
旅
行
で
、
一
部
の
生
徒
が
単
独
行
動
を
取
り
、
Ｑ
県
（
Ｐ
県
の
隣
）
の
飲
食

店
で
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
こ
と
が
引
き
金
だ
っ
た
。

　
修
学
旅
行
を
前
に
、
あ
な
た
の
班
が
自
主
研
修
の
行
き
先
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

（P神社から）

15：30着

16：00発

18：00着

16：30発

17：10着

タ
ク
シ
ー
に
分
乗

電
車
を
乗
り
継
ぐ

（
新
バ
イ
パ
ス
）

Q寺（Q県）

ホテル（Ｐ県）

➡

問われる力

転
載
不
可
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国　
語
（
記
述
式
）

　
ま
ず
、
共
通
テ
ス
ト
の
「
国
語
」
記
述
式
問
題
で
ど
の
よ
う
な
力
が
問
わ
れ
る
か
、
見
通

し
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
そ
の
力
が
問
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
も
考
え
ま
し
ょ
う
。「
何
を
」

だ
け
で
な
く
「
な
ぜ
」
問
う
の
か
（
出
題
の
意
図
）
を
つ
か
ま
な
け
れ
ば
、
的
確
に
答
え
る

こ
と
も
、
本
番
に
向
け
て
備
え
る
こ
と
も
難
し
い
か
ら
で
す
。

《
１
》
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う

　
想
像
力
を
少
し
だ
け
働
か
せ
て
、
次
の
よ
う
な
「
物
語
」
に
つ
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
２
》
問
題
例
の
共
通
点
を
見
抜
く

　
問
わ
れ
る
力
を
考
え
る
手
が
か
り
は
、
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス

ト
に
先
立
つ
同
年
五
月
に
公
表
さ
れ
た
「
記
述
式
問
題
の
モ
デ
ル
問
題
例
」
で
す
。

　
問
題
例
Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
は
「
身
近
で
実
用
的
な
文
章
が
出
題
さ
れ
た
」

と
報
じ
ま
し
た
。そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、「
実
用
的
な
文
章
」は
世
の
中
に
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

新
聞
記
事
や
広
告
、
手
紙
も
そ
の
一
例
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
問
題
例
Ａ
～
Ｃ
が
取
り
上
げ

た
「
実
用
的
な
文
章
」
の
共
通
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
何
ら
か
の
集
団
の
ル
ー
ル

を
定
め
た
規
範
的
な
文
章
だ
と
い
う
点
で
す（
以
下
、「
ル
ー
ル
文
」と
呼
び
ま
す
）。
な
ぜ「
記

述
式
問
題
で
ル
ー
ル
文
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
本
題
は
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
で
す
。
あ
な
た
は
何
を
見
聞
き
し
、
何
を
根
拠
に
ど
う

考
え
て
発
言
を
導
き
ま
し
た
か
？　
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
実
は
こ
う
し
た
受
け
答
え
を
日
ご
ろ
の
社
会
生
活
に
お
い
て
で
き
る
力
、
そ
れ
が
国
語
の

記
述
式
問
題
で
問
わ
れ
る
力
の
一
例
で
す
。
そ
う
言
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
以
上
の
「
物
語
」

は
二
〇
一
七
年
十
一
月
の
試
行
調
査
（
プ
レ
テ
ス
ト
）
で
示
さ
れ
た
記
述
式
問
題
を
基
に
、

議
論
の
場
と
テ
ー
マ
を
よ
り
身
近
な
「
修
学
旅
行
の
班
」「
自
主
研
修
の
行
き
先
」
に
置
き
換

え
、
ほ
ん
の
少
し
〝
味
つ
け
〟
を
変
え
た
だ
け
だ
か
ら
で
す
。

つ
か
ん
で
お
き
た
い「
問
わ
れ
る
力
」

ミ
　
ユ　
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
Ｒ
タ
ワ
ー
」、
行
っ
て
み
よ
う
よ
。　

ヒ
サ
エ　
私
は
青
高
新
聞
（
資
料
Ⅲ
）
の
「
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
」
で
一
位
の
Ｐ
神
社
に

行
き
た
い
。
Ｐ
神
社
に
行
け
る
な
ら
、Ｒ
タ
ワ
ー
も
Ｏ
Ｋ
だ
よ
。（
異
議
な
し
）　

ヒ
ロ
シ　
も
う
一
カ
所
行
く
時
間
は
あ
る
け
れ
ど
、
Ｑ
県
に
あ
る
Ｑ
寺
は
無
理
だ
な
。
日

程
上
、
Ｑ
寺
到
着
は
午
後
三
時
半
。
Ｑ
寺
か
ら
Ｐ
県
内
の
ホ
テ
ル
ま
で
電
車

を
乗
り
継
い
で
約
二
時
間
か
か
る
。「
自
主
ル
ー
ル
」
に
抵
触
し
て
し
ま
う
よ
。

ミ
　
ユ　
私
の
第
二
希
望
は
Ｑ
寺
。
今
を
逃
す
と
当
分
行
け
な
い
よ
。（
全
員
う
な
ず
く
）

ナ
ツ
コ　
あ
っ
、
い
い
手
が
あ
る
。
Ｑ
、
Ｐ
両
県
を
短
時
間
で
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
道
路
が

開
通
し
た
ば
か
り
な
ん
だ
。（
次
の
図
を
描
き
、
み
ん
な
に
見
せ
る
）

あ
な
た　
名
案
だ
ね
。
な
ぜ
な
ら
、【　
　
　
　
】。
し
か
し
、【　
　
　
　
】
点
が
単
独

行
動
の
温
床
に
な
る
と
受
け
と
め
ら
れ
な
い
か
、
少
し
心
配
だ
な
。

〈
４
〉
自
主
研
修
の
心
得

・
班
ご
と
に
行
動
し
、
単
独
行
動
は
慎
む
。

・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。

・
文
化
財
な
ど
に
落
書
き
し
な
い
。

・
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
入
ら
な
い
。

　
二
年
生
の
修
学
旅
行
を
前
に
、
新
聞
部
は
恒
例
の

「
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
」
ア
ン
ケ
ー
ト
を
三
年
生
に
実

施
し
た
。
一
位
は
「
学
問
、恋
愛
の
願
い
が
か
な
う
」

と
青
高
生
の
間
で
評
判
の
Ｐ
神
社
（
Ｐ
県
）。
二
位

は
美
し
い
庭
園
で
知
ら
れ
る
Ｑ
寺（
Ｑ
県
）だ
っ
た
。

　
昨
年
の
修
学
旅
行
を
教
訓
に
、
今
年
の
二
年
生
は

「
自
主
ル
ー
ル
」
を
定
め
た
。「
学
校
に
対
応
を
委
ね

る
よ
り
、
生
徒
自
ら
が
襟
を
正
す
べ
き
だ
」
と
い
う

生
徒
会
執
行
部
の
提
案
を
受
け
た
措
置
だ
。

　
生
徒
会
長
の
小
林
ア
ス
カ
さ
ん
は
「
今
年
の
二
年

生
が
一
年
生
に
範
を
示
せ
ば
、
自
由
な
校
風
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
自
主
研
修
で
身
勝
手
な
単
独

行
動
を
防
ぐ
た
め
、
移
動
時
も
み
ん
な
で
公
共
交
通

機
関
を
使
う
な
ど
、
知
恵
を
絞
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

青
空
高
校
新
聞 

修
学
旅
行
特
集
号　
三
年
生
の
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト　
二
年
連
続
で
「
Ｐ
神
社
」

二
年
生
が
独
自
に
決
め
た
自
主
ル
ー
ル

❶
自
主
研
修
の
行
き
先
は
ホ
テ
ル
（
Ｐ
県
）
か
ら

片
道
九
十
分
以
内
と
す
る
。

❷
ホ
テ
ル
へ
の
帰
着
時
刻
（
午
後
五
時
半
）
を
厳

守
す
る
。

修
学
旅
行
の
心
得
（
抜
粋
）

資
料
Ⅰ

資
料
Ⅲ

資
料
Ⅱ

問　
題　
あ
な
た
は
【　
　
　
】
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
か
。

正
答
例　
名
案
だ
ね
。
な
ぜ
な
ら
、【
み
ん
な
が
望
む
Ｑ
寺
に
行
っ
て
も
帰
着
時
刻
を
守
れ
る

し
、
電
車
を
使
う
よ
り
三
十
分
長
く
滞
在
で
き
る
】。
し
か
し
、【
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
す
る
】
点

が
単
独
行
動
の
温
床
に
な
る
と
受
け
と
め
ら
れ
な
い
か
、
少
し
心
配
だ
な
。

▼
み
ん
な
の
発
言
を
聞
き
、
青
高
新
聞
も
読
む
→
「
Ｒ
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
温
度
差
が
あ

る
。
だ
が
『
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
』
の
Ｐ
神
社
、
Ｑ
寺
に
は
み
ん
な
行
き
た
い
よ
う
だ
」

▼
ヒ
ロ
シ
の
発
言
を
受
け
て
「
自
主
ル
ー
ル
」
を
読
む
→
「
Ｑ
寺
に
行
っ
て
、
電
車
を
乗

り
継
い
で
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
、
❶
❷
の
両
方
に
抵
触
し
て
し
ま
う
」

▼
ナ
ツ
コ
案
を
見
る
→
「
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
、
新
道
で
帰
れ
ば
❶
❷
を
ク
リ
ア
で
き
る
」

▼
ナ
ツ
コ
案
が
校
内
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
吟
味
す
る
→
「『
心
得
』
が
禁
じ
る
単
独
行
動

と
の
関
係
で
、
青
高
新
聞
に
載
っ
て
い
た
生
徒
会
長
の
発
言
が
気
に
か
か
る
」

▼
自
分
が
気
に
な
る
点
を
み
ん
な
に
伝
え
、
一
緒
に
考
え
て
も
ら
う

〈
問
題
例
Ａ
〉
部
活
ル
ー
ル
を
巡
る
問
題
＝
二
〇
一
七
年
十
一
月
の
プ
レ
テ
ス
ト

●
議
論
の
場
…
…
生
徒
会
部
活
動
委
員
会
の
執
行
部
会

●
議
論
の
テ
ー
マ
…
…
生
徒
会
部
活
動
規
約
に
則の
っ
と

り
、「
部
活
動
の
終
了
時
間
」
の
延
長
を
提

案
す
べ
き
か
否
か

●
考
慮
す
べ
き
情
報
…
…
生
徒
の
要
望
▽
他
校
の
現
状
▽
新
聞
部
の
記
事
（
生
徒
の
要
望
、生

活
指
導
担
当
の
先
生
の
意
見
）

〈
問
題
例
Ｂ
〉
市
の
景
観
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
巡
る
「
モ
デ
ル
問
題
例
１
」

●
議
論
の
場
…
…
か
お
る
さ
ん
の
家
庭
（
立
場
が
違
う
父
と
姉
の
意
見
交
換
）

●
議
論
の
テ
ー
マ
…
…
市
が
公
表
し
た
景
観
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
民
家
や
看
板
に
も
伝
統

的
建
築
物
と
調
和
し
た
色
彩
な
ど
を
求
め
て
い
る
こ
と
の
是
非

●
メ
イ
ン
の
問
題
…
…
姉
に
賛
成
す
る
か
お
る
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
▽
姉
の
意
見
と
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
一
致
点
▽
姉
の
意
見
を
補
う
方
法
―
―
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
含
め
て
記
述

す
る
（
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
）

〈
問
題
例
Ｃ
〉
駐
車
場
の
使
用
契
約
を
巡
る
「
モ
デ
ル
問
題
例
２
」

●
議
論
の
場
…
…
サ
ユ
リ
さ
ん
と
駐
車
場
管
理
会
社
の
応
酬

●
議
論
の
テ
ー
マ（
例
）…
…
契
約
書
に
照
ら
し
、
管
理
会
社
の
主
張
は
妥
当
か
否
か

●
メ
イ
ン
の
問
題
…
…
管
理
会
社
が
「
途
中
解
約
」
を
理
由
に
一
カ
月
分
の
料
金
支
払
い
を
サ

ユ
リ
さ
ん
に
求
め
て
き
た
。
し
か
し
契
約
書
の
適
用
を
誤
っ
て
お
り
、
サ
ユ
リ
さ
ん
は
支
払

う
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
根
拠
を
示
し
て
記
述
す
る
（
百
二
十
字
以
内
）

●
メ
イ
ン
の
出
題
…
…
終
了
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
意
見
、
慎
重
な
意
見
を
整
理

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
含
め
て
記
述
す
る
（
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
）

　

あ
な
た
が
通
う
青
空
高
校
の
修
学
旅
行
は
、
二
年
生
の
秋
に
あ
る
。
行
き
先
は
毎
年

同
じ
「
古
都
Ｐ
」（
Ｐ
県
）
だ
が
、
三
日
目
の
「
自
主
研
修
」
の
人
気
は
根
強
い
。
比
較

的
緩
や
か
な
「
修
学
旅
行
の
心
得
」（
資
料
Ⅰ
）
さ
え
守
れ
ば
、
ま
る
一
日
フ
リ
ー
。
生

徒
た
ち
は
「
青
高
の
自
由
な
校
風
」
を
こ
こ
で
満
喫
し
た
う
え
で
、
高
校
生
活
最
後
の

年
を
迎
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、今
年
の
二
年
生
に
と
っ
て
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
た
。修
学
旅
行
に
向
け
、

学
年
独
自
の
「
自
主
ル
ー
ル
」（
資
料
Ⅱ
）
を
決
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
だ
。
一
年

前
の
修
学
旅
行
で
、
一
部
の
生
徒
が
単
独
行
動
を
取
り
、
Ｑ
県
（
Ｐ
県
の
隣
）
の
飲
食

店
で
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
こ
と
が
引
き
金
だ
っ
た
。

　
修
学
旅
行
を
前
に
、
あ
な
た
の
班
が
自
主
研
修
の
行
き
先
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

（P神社から）

15：30着

16：00発

18：00着

16：30発

17：10着

タ
ク
シ
ー
に
分
乗

電
車
を
乗
り
継
ぐ

（
新
バ
イ
パ
ス
）

Q寺（Q県）

ホテル（Ｐ県）

➡

問われる力

転
載
不
可
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①
社
会
参
画
の
基
礎
体
力
を
養
う
「
ル
ー
ル
文
」

　
「
先
行
き
の
不
透
明
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
人
々
と
協
力
し
な
が
ら
主
体
性
を

持
っ
て
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
力
が
重
要
に
な
る
」「
問
題
を
発
見
し
、答
え
を
生
み
出
し
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
資
質
や
能
力
が
重
要
に
な
る
」。
大
学
入
試
を
含
む
教

育
改
革
を
議
論
し
た
文
部
科
学
省
の
有
識
者
会
議
の
報
告
書
（
二
〇
一
六
年
）
の
一
節
で
す
。

こ
れ
が
、
共
通
テ
ス
ト
の
背
後
に
あ
る
問
題
意
識
で
す
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
人
々
が
関
わ
り
合
っ
て
生
き
る
場
が
社
会
で
す
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
国
、
世
界
…
…
。
社
会
に
ル
ー
ル
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多

様
な
人
々
が
納
得
す
る
ル
ー
ル
の
制
定
・
改
正
に
は
、
合
意
形
成
に
向
け
た
粘
り
強
い
や
り

と
り
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル
の
解
釈
・
運
用
を
巡
っ
て
見
解
の
相
違
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
一
方
、
高
校
学
習
指
導
要
領
（
二
〇
〇
九
年
告
示
）
の
国
語
の
解
説
書
は
「
実
用
的

な
文
章
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
活
動
を
「
社
会
に
お
け
る
様
々
な
活
動
に
参
画
す
る
基
礎
」

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
問
題
例
Ａ
〜
Ｃ
を
踏
ま
え
る
と
、
国
語
の
記
述
式
問
題
の
出
題
の

意
図
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
で
き
ま
す
。
不
透
明
な
時
代
に
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
課
題

に
取
り
組
む
力
、
そ
の
前
提
と
な
る
社
会
参
画
の
〝
基
礎
体
力
〟
を
測
る
た
め
、
ル
ー
ル
文

は
格
好
の
題
材
で
あ
る
―
―
。

②
複
数
テ
ク
ス
ト
の
読
解

　
複
数
テ
ク
ス
ト
の
読
解
力
を
問
う
傾
向
も
一
過
性
で
終
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
高

校
の
新
指
導
要
領
（
二
〇
二
二
年
春
入
学
の
高
校
生
か
ら
実
施
）
で
共
通
必
修
科
目
と
な
る

「
現
代
の
国
語
」
は
、
論
理
的
、
実
用
的
な
文
章
や
図
表
に
含
ま
れ
る
複
数
の
情
報
を
関
係
づ

け
て
書
き
手
の
意
図
を
解
釈
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
す
る
力
を
養
う
科
目
だ
か

《
３
》「
問
わ
れ
る
力
」
と
は
…

　
国
語
の
記
述
式
問
題
で
予
想
さ
れ
る
内
容
を
、
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
実
用
的
な
文
章
」
と
、
関
連
す
る
会
話
文
（
議
論
）
や
グ
ラ
フ
・
表
が
示
さ
れ
る
。

・
こ
れ
ら
複
数
の
※
テ
ク
ス
ト
を
読
み
比
べ
て
▽
求
め
ら
れ
る
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、
特
定

の
登
場
人
物
の
立
場
に
立
っ
て
異
な
る
二
つ
の
意
見
と
根
拠
を
考
察
し
た
り
さ
せ
る
。

・
以
上
の
考
察
結
果
を
、
指
定
し
た
条
件
に
従
っ
て
記
述
さ
せ
る
。

※
テ
ク
ス
ト
…
…
▽
文
章
▽
文
章
で
は
な
い
情
報
（
グ
ラ
フ
や
表
）
▽
文
を
含
む
情
報
（
例
え
ば
、
世
論
調
査
の

結
果
を
伝
え
る
グ
ラ
フ
や
表
）
―
―
な
ど
の
総
称
で
す
。

ら
で
す
。

③
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か

　
国
語
の
記
述
式
に
ど
う
備
え
る
か
。
学
校
の
授
業
に
き
ち
ん
と
取
り
組
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、

次
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
日
ご
ろ
心
が
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・
分
析
…
…
テ
ク
ス
ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
、
得
ら
れ
な
い
情
報
を
仕
分
け
す
る
。

・
推
論
…
…
相
手
の
意
見
（
結
論
）
だ
け
で
な
く
、
そ
の
根
拠
を
常
に
意
識
す
る
。

・
統
合
…
…「
あ
の
文
章
と
こ
の
グ
ラ
フ
に
含
ま
れ
る
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
一
つ
の
意

見
を
導
け
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
る
く
せ
を
つ
け
る
。

・
構
想
…
…「
事
実
」
し
か
含
ん
で
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
テ
ク
ス
ト
で
も
「
何
ら
か
の

主
張
を
導
く
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
想
像
し
て
み
る
。

　
こ
の
本
は
表
現
力
の
前
提
で
あ
る
こ
う
し
た
働
き
（
広
い
意
味
の
読
解
力
）
に
軸
足
を
置

き
ま
し
た
。
表
現
力
を
あ
な
ど
っ
て
い
る
の
で
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、「
何
が
問
わ

れ
て
い
る
か
」
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
記
述
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
本
で
読
解
力

に
磨
き
を
か
け
れ
ば
、
記
述
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
は
ず
で
す
。

④
共
通
テ
ス
ト
は
試
行
の
途
上

　

こ
の
本
は
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス
ト
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
出
題
の
意
図
を
つ
か
み
、

こ
れ
を
基
に
、
豊
富
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
も
用
意
し
ま
し
た
。
た
だ
第
一
回
の
共
通
テ
ス
ト
は

二
〇
二
一
年
一
月
の
予
定
で
、
ま
だ
一
度
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
二
〇
一
八
年
十
月
末

現
在
）。
二
〇
一
八
年
十
一
月
に
も
プ
レ
テ
ス
ト
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
準
備
の
途
上
で
す
。
左

の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
試
行
で
使
わ
れ
た
「
実
用
的
な
文
章
」
が
ル
ー
ル
文

で
あ
る
の
は
事
実
で
す
が
、
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
は
異
な
り
、
登
場
人
物
の
関
係
も
「
正
当

性
を
競
い
合
う
」「
協
働
し
て
合
意
形
成
を
目
指
す
」
と
ま
ち
ま
ち
で
す
。

　
今
後
、新
た
な
出
題
形
式
が
試
み
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
、

最
新
情
報
の
入
手
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
題
例
Ａ

問
題
例
Ｃ

問
題
例
Ｂ

公
表
順

（
右
か
ら
）↓

特
定
の
高
校
内

国
内

城
見
市
内
全
域

適
用
範
囲 ル

ー
ル
の
性
格生

徒
―
学
校

個
人
―
企
業

市
民
―
市

当
事
者

生
徒
会
の
委
員
会

電
話
な
ど

市
民
の
家
庭
内

議
論
の
場

ル
ー
ル
を
巡
る
議
論
の
性
格

規
定
・
運
用
の
見
直
し

規
定
の
解
釈・運
用

内
容
の
是
非

議
論
の
内
容

協
働

攻
撃
・
防
御

競
争

参
加
者
の
関
係

　
公　
民
（
現
代
社
会
）

　
「
国
語
」
の
記
述
式
と
は
違
っ
て
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
「
公
民
」
の
具
体
的
な
出
題
内

容
を
推
し
測
る
手
が
か
り
は
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
の
プ
レ
テ
ス
ト
（
現
代
社
会
）
に
限
ら

れ
ま
す
（
二
〇
一
八
年
十
月
末
現
在
）。
た
だ
、こ
の
プ
レ
テ
ス
ト
に
示
さ
れ
た
範
囲
内
で
も
、

従
来
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
の
明
ら
か
な
違
い
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

《
１
》
現
実
社
会
を
多
角
的
に
考
察
す
る

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
現
実
の
社
会
に
お
け
る
で
き
ご
と
や
制
度
を
多
角
的
に
考
察
す
る

視
点
が
、
前
面
に
出
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
目
立
た
な
か
っ
た
傾
向
で
す
。

　
エ
ン
ゲ
ル
係
数
（
家
計
の
消
費
支
出
に
占
め
る
食
料
費
の
割
合
）
の
推
移
を
巡
る
問
題
が

典
型
例
で
す
。
下
が
り
続
け
て
き
た
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
こ
こ
数
年
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
背
景

や
原
因
は
何
か
。
例
え
ば
「
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
生
徒
Ａ
の
仮
説
を

確
か
め
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
必
要
な
の
か
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
成
年
年
齢
（
成
人
年
齢
）
引
き
下
げ
を
巡
る
議
論
を
民
法
改
正
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
に

先
立
っ
て
取
り
上
げ
た
問
題
や
、
裁
判
員
制
度
の
是
非
を
巡
る
問
題
も
、
目
を
引
き
ま
し
た
。

《
２
》
他
者
の
立
場
を
公
正
に
判
断
す
る

　
賛
否
が
割
れ
る
問
題
で
人
の
立
場
を
単
な
る
印
象
で
決
め
つ
け
る
の
は
禁
物
で
す
。
イ
メ

ー
ジ
だ
け
で
他
者
に
〝
レ
ッ
テ
ル
〟
を
貼
る
こ
と
は
、
建
設
的
な
議
論
の
障
壁
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
裁
判
員
制
度
の
是
非
を
巡
る
問
題
で
は
、
人
が
自
分
の
意
見
の
支
え
と
し
て
語
っ

た
「
根
拠
」
か
ら
そ
の
「
立
場
（
結
論
）」
を
公
正
に
判
断
す
る
力
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、「
裁
判
内
容
に
社
会
常
識
が
よ
り
よ
く
反
映
さ
れ
る
」
こ
と
な
ど
を
理
由
に
制
度

へ
の
「
賛
成
」
を
明
言
し
た
学
生
Ａ
に
続
き
、
学
生
Ｂ
は
賛
否
を
明
言
せ
ず
に
「
裁
判
官
も

他
の
人
々
と
同
様
に
常
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。「
プ
ロ
の
裁
判
官
に
よ
る
裁

判
は
市
民
感
覚
と
か
け
離
れ
が
ち
だ
と
い
っ
た
指
摘
が
、
制
度
導
入
の
背
景
に
な
っ
た
」
と

い
う
知
識
・
理
解
や
前
後
の
文
脈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
学
生
Ｂ
は
制
度
に
否
定
的
な
立
場
だ
と

判
断
で
き
ま
す
。

《
３
》
理
論
を
現
実
社
会
の
考
察
に
活
用
す
る

　
《
１
》と
は
別
の
切
り
口
で
現
実
社
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
観
点
も
目
を
引
き
ま
し
た
。「
功

利
主
義
」
と
「
正
義
論
」
の
考
え
方
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
文
章
を
読
ん
で
、
現
実
の
制
度
や
政

策
と
（
前
者
を
多
数
決
の
原
理
、
後
者
を
累
進
課
税
と
）
関
連
づ
け
さ
せ
る
問
題
で
す
。

《
４
》
筋
道
立
て
て
考
え
る

　
筋
道
立
て
て
考
察
す
る
姿
勢
は
随
所
で
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
的
事
象
に
関
す
る
推
論

（「
Ｘ
で
あ
る
（
前
提
）。
そ
れ
ゆ
え
に
Ｙ
で
あ
る
（
結
論
）」
と
い
う
思
考
形
式
）
が
妥
当
か

否
か
を
判
断
さ
せ
る
問
題
が
典
型
例
で
す
。
こ
の
場
合
、「
Ｘ
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
は
「
真
」

で
あ
る
―
―
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
考
え
ま
す
。
こ
の
点
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
い
と

迷
路
に
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
成
人
年
齢
引
き
下
げ
を
巡
る
問
題
で
は
、
複
数
の
テ
ク
ス
ト
（
主
に
グ
ラ
フ
）
の

中
か
ら
引
き
下
げ
へ
の
賛
否
に
関
連
す
る
も
の
を
選
ん
だ
う
え
で
、「
前
提
→
理
由
→
主
張（
結

論
）」
と
い
う
思
考
形
式
に
当
て
は
め
る
思
考
力
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

《
５
》
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か

　
も
し
も
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス
ト
の
よ
う
な
出
題
傾
向
が
続
く
と
す
れ
ば
、
い
か
に
多

く
の
知
識
を
蓄
え
た
か
が
カ
ギ
を
握
る
よ
う
な
問
題
は
影
を
潜
め
る
で
し
ょ
う
。「
常
に
考
え

る
こ
と
」
が
最
大
の
備
え
に
な
り
ま
す
。「
学
校
で
学
ん
だ
概
念
・
理
論
は
現
実
の
社
会
と
ど

う
関
係
す
る
の
か
」「
社
会
的
事
象
に
関
す
る
そ
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
か
ら
本
当
に
導
け
る

の
か
」
な
ど
と
絶
え
ず
考
え
る
く
せ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
本
番
の
問
題
で
も
、
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス
ト
と
同
じ
く
ら
い
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
社
会

的
事
象
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
か
は
即
断
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
社
会
的
事
象
を
巡
る
多
様

な
見
方
・
考
え
方
に
ふ
れ
、
思
考
力
・
判
断
力
を
養
う
〝
生
き
た
教
材
〟
と
し
て
、
新
聞
に

日
ご
ろ
目
を
通
す
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問われる力

転
載
不
可
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①
社
会
参
画
の
基
礎
体
力
を
養
う
「
ル
ー
ル
文
」

　
「
先
行
き
の
不
透
明
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
人
々
と
協
力
し
な
が
ら
主
体
性
を

持
っ
て
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
力
が
重
要
に
な
る
」「
問
題
を
発
見
し
、答
え
を
生
み
出
し
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
資
質
や
能
力
が
重
要
に
な
る
」。
大
学
入
試
を
含
む
教

育
改
革
を
議
論
し
た
文
部
科
学
省
の
有
識
者
会
議
の
報
告
書
（
二
〇
一
六
年
）
の
一
節
で
す
。

こ
れ
が
、
共
通
テ
ス
ト
の
背
後
に
あ
る
問
題
意
識
で
す
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
人
々
が
関
わ
り
合
っ
て
生
き
る
場
が
社
会
で
す
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
国
、
世
界
…
…
。
社
会
に
ル
ー
ル
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多

様
な
人
々
が
納
得
す
る
ル
ー
ル
の
制
定
・
改
正
に
は
、
合
意
形
成
に
向
け
た
粘
り
強
い
や
り

と
り
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル
の
解
釈
・
運
用
を
巡
っ
て
見
解
の
相
違
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
一
方
、
高
校
学
習
指
導
要
領
（
二
〇
〇
九
年
告
示
）
の
国
語
の
解
説
書
は
「
実
用
的

な
文
章
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
活
動
を
「
社
会
に
お
け
る
様
々
な
活
動
に
参
画
す
る
基
礎
」

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
問
題
例
Ａ
〜
Ｃ
を
踏
ま
え
る
と
、
国
語
の
記
述
式
問
題
の
出
題
の

意
図
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
で
き
ま
す
。
不
透
明
な
時
代
に
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
課
題

に
取
り
組
む
力
、
そ
の
前
提
と
な
る
社
会
参
画
の
〝
基
礎
体
力
〟
を
測
る
た
め
、
ル
ー
ル
文

は
格
好
の
題
材
で
あ
る
―
―
。

②
複
数
テ
ク
ス
ト
の
読
解

　
複
数
テ
ク
ス
ト
の
読
解
力
を
問
う
傾
向
も
一
過
性
で
終
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
高

校
の
新
指
導
要
領
（
二
〇
二
二
年
春
入
学
の
高
校
生
か
ら
実
施
）
で
共
通
必
修
科
目
と
な
る

「
現
代
の
国
語
」
は
、
論
理
的
、
実
用
的
な
文
章
や
図
表
に
含
ま
れ
る
複
数
の
情
報
を
関
係
づ

け
て
書
き
手
の
意
図
を
解
釈
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
す
る
力
を
養
う
科
目
だ
か

《
３
》「
問
わ
れ
る
力
」
と
は
…

　
国
語
の
記
述
式
問
題
で
予
想
さ
れ
る
内
容
を
、
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
実
用
的
な
文
章
」
と
、
関
連
す
る
会
話
文
（
議
論
）
や
グ
ラ
フ
・
表
が
示
さ
れ
る
。

・
こ
れ
ら
複
数
の
※
テ
ク
ス
ト
を
読
み
比
べ
て
▽
求
め
ら
れ
る
情
報
を
取
り
出
し
た
り
、
特
定

の
登
場
人
物
の
立
場
に
立
っ
て
異
な
る
二
つ
の
意
見
と
根
拠
を
考
察
し
た
り
さ
せ
る
。

・
以
上
の
考
察
結
果
を
、
指
定
し
た
条
件
に
従
っ
て
記
述
さ
せ
る
。

※
テ
ク
ス
ト
…
…
▽
文
章
▽
文
章
で
は
な
い
情
報
（
グ
ラ
フ
や
表
）
▽
文
を
含
む
情
報
（
例
え
ば
、
世
論
調
査
の

結
果
を
伝
え
る
グ
ラ
フ
や
表
）
―
―
な
ど
の
総
称
で
す
。

ら
で
す
。

③
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か

　
国
語
の
記
述
式
に
ど
う
備
え
る
か
。
学
校
の
授
業
に
き
ち
ん
と
取
り
組
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、

次
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
日
ご
ろ
心
が
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・
分
析
…
…
テ
ク
ス
ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
、
得
ら
れ
な
い
情
報
を
仕
分
け
す
る
。

・
推
論
…
…
相
手
の
意
見
（
結
論
）
だ
け
で
な
く
、
そ
の
根
拠
を
常
に
意
識
す
る
。

・
統
合
…
…「
あ
の
文
章
と
こ
の
グ
ラ
フ
に
含
ま
れ
る
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
一
つ
の
意

見
を
導
け
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
る
く
せ
を
つ
け
る
。

・
構
想
…
…「
事
実
」
し
か
含
ん
で
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
テ
ク
ス
ト
で
も
「
何
ら
か
の

主
張
を
導
く
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
想
像
し
て
み
る
。

　
こ
の
本
は
表
現
力
の
前
提
で
あ
る
こ
う
し
た
働
き
（
広
い
意
味
の
読
解
力
）
に
軸
足
を
置

き
ま
し
た
。
表
現
力
を
あ
な
ど
っ
て
い
る
の
で
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、「
何
が
問
わ

れ
て
い
る
か
」
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
記
述
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
本
で
読
解
力

に
磨
き
を
か
け
れ
ば
、
記
述
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
は
ず
で
す
。

④
共
通
テ
ス
ト
は
試
行
の
途
上

　

こ
の
本
は
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス
ト
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
出
題
の
意
図
を
つ
か
み
、

こ
れ
を
基
に
、
豊
富
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
も
用
意
し
ま
し
た
。
た
だ
第
一
回
の
共
通
テ
ス
ト
は

二
〇
二
一
年
一
月
の
予
定
で
、
ま
だ
一
度
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
二
〇
一
八
年
十
月
末

現
在
）。
二
〇
一
八
年
十
一
月
に
も
プ
レ
テ
ス
ト
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
準
備
の
途
上
で
す
。
左

の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
試
行
で
使
わ
れ
た
「
実
用
的
な
文
章
」
が
ル
ー
ル
文

で
あ
る
の
は
事
実
で
す
が
、
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
は
異
な
り
、
登
場
人
物
の
関
係
も
「
正
当

性
を
競
い
合
う
」「
協
働
し
て
合
意
形
成
を
目
指
す
」
と
ま
ち
ま
ち
で
す
。

　
今
後
、新
た
な
出
題
形
式
が
試
み
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
、

最
新
情
報
の
入
手
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
題
例
Ａ

問
題
例
Ｃ

問
題
例
Ｂ

公
表
順

（
右
か
ら
）↓

特
定
の
高
校
内

国
内

城
見
市
内
全
域

適
用
範
囲 ル

ー
ル
の
性
格生

徒
―
学
校

個
人
―
企
業

市
民
―
市

当
事
者

生
徒
会
の
委
員
会

電
話
な
ど

市
民
の
家
庭
内

議
論
の
場

ル
ー
ル
を
巡
る
議
論
の
性
格

規
定
・
運
用
の
見
直
し

規
定
の
解
釈・運
用

内
容
の
是
非

議
論
の
内
容

協
働

攻
撃
・
防
御

競
争

参
加
者
の
関
係

　
公　
民
（
現
代
社
会
）

　
「
国
語
」
の
記
述
式
と
は
違
っ
て
、
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
「
公
民
」
の
具
体
的
な
出
題
内

容
を
推
し
測
る
手
が
か
り
は
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
の
プ
レ
テ
ス
ト
（
現
代
社
会
）
に
限
ら

れ
ま
す
（
二
〇
一
八
年
十
月
末
現
在
）。
た
だ
、こ
の
プ
レ
テ
ス
ト
に
示
さ
れ
た
範
囲
内
で
も
、

従
来
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
の
明
ら
か
な
違
い
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

《
１
》
現
実
社
会
を
多
角
的
に
考
察
す
る

　
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
現
実
の
社
会
に
お
け
る
で
き
ご
と
や
制
度
を
多
角
的
に
考
察
す
る

視
点
が
、
前
面
に
出
て
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
目
立
た
な
か
っ
た
傾
向
で
す
。

　
エ
ン
ゲ
ル
係
数
（
家
計
の
消
費
支
出
に
占
め
る
食
料
費
の
割
合
）
の
推
移
を
巡
る
問
題
が

典
型
例
で
す
。
下
が
り
続
け
て
き
た
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
こ
こ
数
年
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
背
景

や
原
因
は
何
か
。
例
え
ば
「
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
生
徒
Ａ
の
仮
説
を

確
か
め
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
必
要
な
の
か
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
成
年
年
齢
（
成
人
年
齢
）
引
き
下
げ
を
巡
る
議
論
を
民
法
改
正
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
に

先
立
っ
て
取
り
上
げ
た
問
題
や
、
裁
判
員
制
度
の
是
非
を
巡
る
問
題
も
、
目
を
引
き
ま
し
た
。

《
２
》
他
者
の
立
場
を
公
正
に
判
断
す
る

　
賛
否
が
割
れ
る
問
題
で
人
の
立
場
を
単
な
る
印
象
で
決
め
つ
け
る
の
は
禁
物
で
す
。
イ
メ

ー
ジ
だ
け
で
他
者
に
〝
レ
ッ
テ
ル
〟
を
貼
る
こ
と
は
、
建
設
的
な
議
論
の
障
壁
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
裁
判
員
制
度
の
是
非
を
巡
る
問
題
で
は
、
人
が
自
分
の
意
見
の
支
え
と
し
て
語
っ

た
「
根
拠
」
か
ら
そ
の
「
立
場
（
結
論
）」
を
公
正
に
判
断
す
る
力
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、「
裁
判
内
容
に
社
会
常
識
が
よ
り
よ
く
反
映
さ
れ
る
」
こ
と
な
ど
を
理
由
に
制
度

へ
の
「
賛
成
」
を
明
言
し
た
学
生
Ａ
に
続
き
、
学
生
Ｂ
は
賛
否
を
明
言
せ
ず
に
「
裁
判
官
も

他
の
人
々
と
同
様
に
常
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。「
プ
ロ
の
裁
判
官
に
よ
る
裁

判
は
市
民
感
覚
と
か
け
離
れ
が
ち
だ
と
い
っ
た
指
摘
が
、
制
度
導
入
の
背
景
に
な
っ
た
」
と

い
う
知
識
・
理
解
や
前
後
の
文
脈
を
踏
ま
え
れ
ば
、
学
生
Ｂ
は
制
度
に
否
定
的
な
立
場
だ
と

判
断
で
き
ま
す
。

《
３
》
理
論
を
現
実
社
会
の
考
察
に
活
用
す
る

　
《
１
》と
は
別
の
切
り
口
で
現
実
社
会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
観
点
も
目
を
引
き
ま
し
た
。「
功

利
主
義
」
と
「
正
義
論
」
の
考
え
方
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
文
章
を
読
ん
で
、
現
実
の
制
度
や
政

策
と
（
前
者
を
多
数
決
の
原
理
、
後
者
を
累
進
課
税
と
）
関
連
づ
け
さ
せ
る
問
題
で
す
。

《
４
》
筋
道
立
て
て
考
え
る

　
筋
道
立
て
て
考
察
す
る
姿
勢
は
随
所
で
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
的
事
象
に
関
す
る
推
論

（「
Ｘ
で
あ
る
（
前
提
）。
そ
れ
ゆ
え
に
Ｙ
で
あ
る
（
結
論
）」
と
い
う
思
考
形
式
）
が
妥
当
か

否
か
を
判
断
さ
せ
る
問
題
が
典
型
例
で
す
。
こ
の
場
合
、「
Ｘ
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
は
「
真
」

で
あ
る
―
―
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
考
え
ま
す
。
こ
の
点
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
い
と

迷
路
に
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
成
人
年
齢
引
き
下
げ
を
巡
る
問
題
で
は
、
複
数
の
テ
ク
ス
ト
（
主
に
グ
ラ
フ
）
の

中
か
ら
引
き
下
げ
へ
の
賛
否
に
関
連
す
る
も
の
を
選
ん
だ
う
え
で
、「
前
提
→
理
由
→
主
張（
結

論
）」
と
い
う
思
考
形
式
に
当
て
は
め
る
思
考
力
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

《
５
》
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か

　
も
し
も
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス
ト
の
よ
う
な
出
題
傾
向
が
続
く
と
す
れ
ば
、
い
か
に
多

く
の
知
識
を
蓄
え
た
か
が
カ
ギ
を
握
る
よ
う
な
問
題
は
影
を
潜
め
る
で
し
ょ
う
。「
常
に
考
え

る
こ
と
」
が
最
大
の
備
え
に
な
り
ま
す
。「
学
校
で
学
ん
だ
概
念
・
理
論
は
現
実
の
社
会
と
ど

う
関
係
す
る
の
か
」「
社
会
的
事
象
に
関
す
る
そ
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
か
ら
本
当
に
導
け
る

の
か
」
な
ど
と
絶
え
ず
考
え
る
く
せ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
本
番
の
問
題
で
も
、
二
〇
一
七
年
の
プ
レ
テ
ス
ト
と
同
じ
く
ら
い
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
社
会

的
事
象
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
か
は
即
断
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
社
会
的
事
象
を
巡
る
多
様

な
見
方
・
考
え
方
に
ふ
れ
、
思
考
力
・
判
断
力
を
養
う
〝
生
き
た
教
材
〟
と
し
て
、
新
聞
に

日
ご
ろ
目
を
通
す
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問われる力

転
載
不
可
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構　想

?!

表　現

統　合

推　論

分　析

ミ
オ
さ
ん
が
通
う
青
竹
高
校
で
は
、
生
徒
会
が
週
一
回
、
全
校
生
徒
に

向
け
た
「
ニ
ュ
ー
ス
」
を
校
内
放
送
で
流
し
て
い
る
。
最
近
、
図
書
室

の
利
用
ル
ー
ル
改
革
案
を
紹
介
し
（
資
料
Ⅰ
）、論
議
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
関
連
す
る
〈
シ
ー
ン
１
〉〈
シ
ー
ン
２
〉
の
会
話
文
と
資
料
Ⅰ
を
読

み
、問
１
〜
４
に
答
え
よ
。
青
竹
高
校
で
は
一
定
の
手
続
き
を
踏
め
ば
、

資
料
Ⅰ
の
延
滞
金
を
導
入
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
仮
定
す
る
。

Q

　みなさん、こんにちは。今
週も生徒会ニュース「みんな
の青高」をお届けします。
　【　Ａ　】
　図書室で借りた本を期限ま
でに返さない生徒に、ペナル
ティーの延滞金を科す案が、
図書委員会で検討されていま
す。９日の定例委員会で提案
されました。延滞冊数が増え
る傾向にあるためです。
　委員会によると、2018 年
度上半期（４〜９月）に貸し
出された本は1157 冊です。
このうち期限までに返されな
かった本は106冊で、全体の
約１割に上ります。１年前の
同じ時期に延滞された45冊
から、2.4 倍に増えました。
　このため、一部の委員が延
滞金制度の導入を提案しまし
た。具体的には、本１冊を１
日延滞するごとに100円、そ

の生徒に請求します。例えば、
３冊を期限から２日過ぎて返
すと、600円払わなくてはな
りません。延滞金を払わない
人は、新たに本を借りられな
い仕組みにします。
　提案した委員の一人は「図
書室の本は生徒みんなのも
の。それを延滞して他の生徒
が読めないようにするのは、
独り占めと同じだ。こんな手
段は不本意だが、図書室の利
用モラルが下がっている以
上、やむを得ない」と話しま
した。別の委員は「恒久的な
ルールにするつもりはない。
あくまで一時的措置なので、
生徒のみなさんは理解してほ
しい」と話しています。
　図書委員会は生徒会本部な
どと検討を進め、早ければ年
明けにも延滞金制度が導入さ
れる可能性があります。

資料Ⅰ

思 考

問3
力

ナ
ツ
オ
さ
ん
は
発
言
【　
Ｂ　
】
の
根
拠
と
し
て
次
ペ
ー
ジ
の
棒
グ
ラ
フ
を

示
し
た
。
縦
軸
の
デ
ー
タ
系
列
を
説
明
す
る
言
葉
【　
Ｐ　
】
と
、
縦
軸
の

目
盛
り
「
ａ
」「
ｅ
」
に
入
る
数
値
を
、
次
の
❶
〜
❸
を
満
た
す
よ
う
に
書

け
。

❶　
【　
Ｐ　
】
は
十
五
字
以
内
で
、「
ａ
」「
ｅ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
三
桁
以
下
の
自
然

数
（
正
の
整
数
）
で
示
す
こ
と
。

❷　
グ
ラ
フ
は
〈
シ
ー
ン
１
〉〈
シ
ー
ン
２
〉
の
会
話
文
ま
た
は
資
料
Ⅰ
を
根
拠
と

し
て
、
横
軸
の
デ
ー
タ
系
列
Ｑ
、
Ｒ
は
特
定
の
時
点
ま
た
は
期
間
を
示
し
て

こ
ん
な
の
あ
り
？ 

図
書
室
ル
ー
ル

◉�
多
様
な
意
見
の
相
違
点
、
共
通
点
を
整
理
す

る
（
問
４
）

Lesson05　こんなのあり？ 図書室ルール

〈
シ
ー
ン
２
〉
ミ
オ
さ
ん
は
、ク
ラ
ス
で
聞
き
取
っ
た
意
見
を
委
員
会
で
報
告
し
た
。

ミ　
オ	

（
具
体
例
を
紹
介
し
た
う
え
で
）
大
ま
か
に
言
え
ば
、賛
成
が
約
３
割
、反

対
が
５
割
超
で
し
た
。
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
２
割
弱
あ
り
ま
し
た
。

オ
サ
ム	

あ
り
が
と
う
。
他
の
ク
ラ
ス
も
お
お
む
ね
同
じ
傾
向
で
し
た
。
や
は
り

「
延
滞
金
の
導
入
」
は
あ
ま
り
に
大
胆
で
、
多
数
の
同
意
は
得
ら
れ
な
い

よ
う
で
す
。

ナ
ツ
オ	

不
評
は
織
り
込
み
済
み
で
す
。
何
で
も
多
数
意
見
に
従
え
ば
い
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
不
評
で
も
実
行
す
べ
き
改
革
は
あ
る
は
ず
で
す
。

「
先
に
借
り
た
生
徒
の
延
滞
に
よ
っ
て
迷
惑
し
て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が

頻
繁
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
図
書
室
の
本
は
全
校
生
徒
の
貴
重

な
財
産
。
そ
れ
を
私
物
化
す
る
悪
質
な
利
用
者
に
は
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態

度
で
臨
む
べ
き
で
す
。

ユ
ミ
コ	

そ
も
そ
も
本
校
で
「
延
滞
状
況
」
は
悪
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
確
か
に
延
滞
の
冊
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
延
滞

者
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
度
上
半
期
に「
一
回
以
上
延
滞
し

た
人
」
は
二
十
七
人
い
ま
し
た
が
、二
〇
一
八
年
度
上
半
期
は
二
十
人
で

す
。

ナ
ツ
オ	

い
え
、
そ
の
デ
ー
タ
が
ま
さ
に
事
態
の
悪
化
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。	

【　
Ｂ　
】

ユ
ミ
コ	

そ
れ
は
特
定
の
生
徒
が
全
体
の
冊
数
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。
一
握
り
の
悪
質
な
ル
ー
ル
違
反
者
が
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

そ
の
他
大
勢
の
生
徒
に
厳
し
い
ル
ー
ル
を
押
し
つ
け
る
考
え
に
は
、
賛

同
で
き
ま
せ
ん
。

カ
ズ
ヤ	

私
は
別
の
観
点
か
ら
反
対
し
ま
す
。
ミ
オ
さ
ん
の
報
告
に
あ
っ
た
「
図

書
室
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
（
マ
ミ
さ
ん
の
）
指

摘
は
も
っ
と
も
で
す
。
ま
た
、
集
め
た
延
滞
金
の
使
い
道
を
決
め
る
だ

け
で
も
議
論
が
難
航
す
る
の
は
必
至
だ
し
、
お
金
を
き
ち
ん
と
管
理
で

き
な
け
れ
ば
大
問
題
で
す
。

オ
サ
ム	

延
滞
金
の
導
入
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ら
を

ク
リ
ア
で
き
る
新
た
な
案
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
。（
イ
）代
案

が
あ
れ
ば
、
次
回
の
委
員
会
に
持
ち
寄
っ
て
、
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

〈
シ
ー
ン
１
〉
図
書
委
員
の
ミ
オ
さ
ん
は
、延
滞
金
へ
の
賛
否
を
級
友
た
ち
に
尋
ね
た
。

ミ　
オ	

委
員
会
で
の
議
論
の
参
考
に
し
た
い
の
で
、
み
ん
な
の
意
見
を
教
え
て
。

カ
ナ
エ	

レ
ン
タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
も
あ
る
ま
い
し
、
ど
う
し
て
図
書
室
の
本
を
借
り

て
お
金
を
払
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
？　
理
解
に
苦
し
む
な
。

ケ　
ン	

い
や
、
返
却
期
限
を
守
れ
ば
済
む
話
だ
よ
。
借
り
た
い
本
が
返
却
さ
れ

な
く
て
困
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
る
。
延
滞
金
は
行
き
過
ぎ
だ
が
、
そ

れ
で
も
ル
ー
ル
違
反
を
減
ら
す
た
め
何
ら
か
の
対
策
は
必
要
だ
。

シ
ュ
ン	

た
か
が
百
円
。図
書
委
員
が
期
待
す
る
ほ
ど
の
効
果
は
な
い
と
思
う
。そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
導
入
す
る
と
か
え
っ
て
（
ア
）モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
延
滞
金
が
「
免
罪
符
」
に
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
ね
。

マ　
ミ	

さ
れ
ど
百
円
。「
お
金
が
な
い
な
ら
本
を
借
り
る
な
」
と
言
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
だ
よ
。
生
徒
の
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
点
に
学
校
の
図

書
室
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
台
な
し
に
す
る
提
案
は
容
認

で
き
な
い
。

問1

問2

校
内
放
送
の
う
ち
、今
回
の
「
見
出
し
」
に
相
当
す
る
【　
Ａ　
】
に
入
る
言

葉
を
十
五
字
以
内
で
書
け
（
句
読
点
を
含
む
）。
末
尾
の
句
点
は
い
ら
な
い
。

シ
ュ
ン
さ
ん
が
傍
線
部
（
ア
）
で
懸
念
す
る
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
と
は
こ

の
場
合
、
延
滞
金
の
導
入
に
よ
り
何
が
ど
う
な
る
こ
と
を
指
す
か
。
辞
書
に

あ
る
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
の
意
味
（
次
の
囲
み
）
を
参
考
に
し
て
、四
十
五

字
以
内
で
書
け
（
句
読
点
を
含
む
）。

（
次
は
問
１
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）

図書室の利用ルールに関する生徒会ニュース
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も
ら
る
は
ざ
ー
ど
【
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
】［m

oral hazard

］

①　

�（
本
来
は
保
険
業
界
の
用
語
で
）
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、か
え
っ
て
安
全

へ
の
配
慮
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
事
故
に
遭
う
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
。
道

徳
的
危
険
。

②　
倫
理
の
欠
如
。
企
業
な
ど
が
目
先
の
利
益
追
求
に
走
る
こ
と
。

（
次
は
問
２
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）
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統　合

推　論

分　析

ミ
オ
さ
ん
が
通
う
青
竹
高
校
で
は
、
生
徒
会
が
週
一
回
、
全
校
生
徒
に

向
け
た
「
ニ
ュ
ー
ス
」
を
校
内
放
送
で
流
し
て
い
る
。
最
近
、
図
書
室

の
利
用
ル
ー
ル
改
革
案
を
紹
介
し
（
資
料
Ⅰ
）、論
議
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
関
連
す
る
〈
シ
ー
ン
１
〉〈
シ
ー
ン
２
〉
の
会
話
文
と
資
料
Ⅰ
を
読

み
、問
１
〜
４
に
答
え
よ
。
青
竹
高
校
で
は
一
定
の
手
続
き
を
踏
め
ば
、

資
料
Ⅰ
の
延
滞
金
を
導
入
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
仮
定
す
る
。

Q

　みなさん、こんにちは。今
週も生徒会ニュース「みんな
の青高」をお届けします。
　【　Ａ　】
　図書室で借りた本を期限ま
でに返さない生徒に、ペナル
ティーの延滞金を科す案が、
図書委員会で検討されていま
す。９日の定例委員会で提案
されました。延滞冊数が増え
る傾向にあるためです。
　委員会によると、2018 年
度上半期（４〜９月）に貸し
出された本は1157 冊です。
このうち期限までに返されな
かった本は106冊で、全体の
約１割に上ります。１年前の
同じ時期に延滞された45冊
から、2.4 倍に増えました。
　このため、一部の委員が延
滞金制度の導入を提案しまし
た。具体的には、本１冊を１
日延滞するごとに100円、そ

の生徒に請求します。例えば、
３冊を期限から２日過ぎて返
すと、600円払わなくてはな
りません。延滞金を払わない
人は、新たに本を借りられな
い仕組みにします。
　提案した委員の一人は「図
書室の本は生徒みんなのも
の。それを延滞して他の生徒
が読めないようにするのは、
独り占めと同じだ。こんな手
段は不本意だが、図書室の利
用モラルが下がっている以
上、やむを得ない」と話しま
した。別の委員は「恒久的な
ルールにするつもりはない。
あくまで一時的措置なので、
生徒のみなさんは理解してほ
しい」と話しています。
　図書委員会は生徒会本部な
どと検討を進め、早ければ年
明けにも延滞金制度が導入さ
れる可能性があります。

資料Ⅰ

思 考

問3
力

ナ
ツ
オ
さ
ん
は
発
言
【　
Ｂ　
】
の
根
拠
と
し
て
次
ペ
ー
ジ
の
棒
グ
ラ
フ
を

示
し
た
。
縦
軸
の
デ
ー
タ
系
列
を
説
明
す
る
言
葉
【　
Ｐ　
】
と
、
縦
軸
の

目
盛
り
「
ａ
」「
ｅ
」
に
入
る
数
値
を
、
次
の
❶
〜
❸
を
満
た
す
よ
う
に
書

け
。

❶　
【　
Ｐ　
】
は
十
五
字
以
内
で
、「
ａ
」「
ｅ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
三
桁
以
下
の
自
然

数
（
正
の
整
数
）
で
示
す
こ
と
。

❷　
グ
ラ
フ
は
〈
シ
ー
ン
１
〉〈
シ
ー
ン
２
〉
の
会
話
文
ま
た
は
資
料
Ⅰ
を
根
拠
と

し
て
、
横
軸
の
デ
ー
タ
系
列
Ｑ
、
Ｒ
は
特
定
の
時
点
ま
た
は
期
間
を
示
し
て

こ
ん
な
の
あ
り
？ 

図
書
室
ル
ー
ル

◉�

多
様
な
意
見
の
相
違
点
、
共
通
点
を
整
理
す

る
（
問
４
）

Lesson05　こんなのあり？ 図書室ルール

〈
シ
ー
ン
２
〉
ミ
オ
さ
ん
は
、ク
ラ
ス
で
聞
き
取
っ
た
意
見
を
委
員
会
で
報
告
し
た
。

ミ　
オ	

（
具
体
例
を
紹
介
し
た
う
え
で
）
大
ま
か
に
言
え
ば
、賛
成
が
約
３
割
、反

対
が
５
割
超
で
し
た
。
分
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
２
割
弱
あ
り
ま
し
た
。

オ
サ
ム	

あ
り
が
と
う
。
他
の
ク
ラ
ス
も
お
お
む
ね
同
じ
傾
向
で
し
た
。
や
は
り

「
延
滞
金
の
導
入
」
は
あ
ま
り
に
大
胆
で
、
多
数
の
同
意
は
得
ら
れ
な
い

よ
う
で
す
。

ナ
ツ
オ	

不
評
は
織
り
込
み
済
み
で
す
。
何
で
も
多
数
意
見
に
従
え
ば
い
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
不
評
で
も
実
行
す
べ
き
改
革
は
あ
る
は
ず
で
す
。

「
先
に
借
り
た
生
徒
の
延
滞
に
よ
っ
て
迷
惑
し
て
い
る
」
と
い
う
苦
情
が

頻
繁
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
図
書
室
の
本
は
全
校
生
徒
の
貴
重

な
財
産
。
そ
れ
を
私
物
化
す
る
悪
質
な
利
用
者
に
は
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態

度
で
臨
む
べ
き
で
す
。

ユ
ミ
コ	
そ
も
そ
も
本
校
で
「
延
滞
状
況
」
は
悪
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

デ
ー
タ
を
見
る
と
、
確
か
に
延
滞
の
冊
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
延
滞

者
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
度
上
半
期
に「
一
回
以
上
延
滞
し

た
人
」
は
二
十
七
人
い
ま
し
た
が
、二
〇
一
八
年
度
上
半
期
は
二
十
人
で

す
。

ナ
ツ
オ	

い
え
、
そ
の
デ
ー
タ
が
ま
さ
に
事
態
の
悪
化
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。	

【　
Ｂ　
】

ユ
ミ
コ	

そ
れ
は
特
定
の
生
徒
が
全
体
の
冊
数
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。
一
握
り
の
悪
質
な
ル
ー
ル
違
反
者
が
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

そ
の
他
大
勢
の
生
徒
に
厳
し
い
ル
ー
ル
を
押
し
つ
け
る
考
え
に
は
、
賛

同
で
き
ま
せ
ん
。

カ
ズ
ヤ	

私
は
別
の
観
点
か
ら
反
対
し
ま
す
。
ミ
オ
さ
ん
の
報
告
に
あ
っ
た
「
図

書
室
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
（
マ
ミ
さ
ん
の
）
指

摘
は
も
っ
と
も
で
す
。
ま
た
、
集
め
た
延
滞
金
の
使
い
道
を
決
め
る
だ

け
で
も
議
論
が
難
航
す
る
の
は
必
至
だ
し
、
お
金
を
き
ち
ん
と
管
理
で

き
な
け
れ
ば
大
問
題
で
す
。

オ
サ
ム	

延
滞
金
の
導
入
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
ら
を

ク
リ
ア
で
き
る
新
た
な
案
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
。（
イ
）代
案

が
あ
れ
ば
、
次
回
の
委
員
会
に
持
ち
寄
っ
て
、
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

〈
シ
ー
ン
１
〉
図
書
委
員
の
ミ
オ
さ
ん
は
、延
滞
金
へ
の
賛
否
を
級
友
た
ち
に
尋
ね
た
。

ミ　
オ	

委
員
会
で
の
議
論
の
参
考
に
し
た
い
の
で
、
み
ん
な
の
意
見
を
教
え
て
。

カ
ナ
エ	

レ
ン
タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
も
あ
る
ま
い
し
、
ど
う
し
て
図
書
室
の
本
を
借
り

て
お
金
を
払
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
？　
理
解
に
苦
し
む
な
。

ケ　
ン	

い
や
、
返
却
期
限
を
守
れ
ば
済
む
話
だ
よ
。
借
り
た
い
本
が
返
却
さ
れ

な
く
て
困
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
る
。
延
滞
金
は
行
き
過
ぎ
だ
が
、
そ

れ
で
も
ル
ー
ル
違
反
を
減
ら
す
た
め
何
ら
か
の
対
策
は
必
要
だ
。

シ
ュ
ン	

た
か
が
百
円
。図
書
委
員
が
期
待
す
る
ほ
ど
の
効
果
は
な
い
と
思
う
。そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
導
入
す
る
と
か
え
っ
て
（
ア
）モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
起
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
延
滞
金
が
「
免
罪
符
」
に
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
ね
。

マ　
ミ	

さ
れ
ど
百
円
。「
お
金
が
な
い
な
ら
本
を
借
り
る
な
」
と
言
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
だ
よ
。
生
徒
の
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
点
に
学
校
の
図

書
室
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
台
な
し
に
す
る
提
案
は
容
認

で
き
な
い
。

問1

問2

校
内
放
送
の
う
ち
、今
回
の
「
見
出
し
」
に
相
当
す
る
【　
Ａ　
】
に
入
る
言

葉
を
十
五
字
以
内
で
書
け
（
句
読
点
を
含
む
）。
末
尾
の
句
点
は
い
ら
な
い
。

シ
ュ
ン
さ
ん
が
傍
線
部
（
ア
）
で
懸
念
す
る
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
と
は
こ

の
場
合
、
延
滞
金
の
導
入
に
よ
り
何
が
ど
う
な
る
こ
と
を
指
す
か
。
辞
書
に

あ
る
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
の
意
味
（
次
の
囲
み
）
を
参
考
に
し
て
、四
十
五

字
以
内
で
書
け
（
句
読
点
を
含
む
）。

（
次
は
問
１
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）

図書室の利用ルールに関する生徒会ニュース
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も
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る
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ザ
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oral hazard

］

①　

�（
本
来
は
保
険
業
界
の
用
語
で
）
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、か
え
っ
て
安
全

へ
の
配
慮
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
事
故
に
遭
う
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
。
道

徳
的
危
険
。

②　
倫
理
の
欠
如
。
企
業
な
ど
が
目
先
の
利
益
追
求
に
走
る
こ
と
。

（
次
は
問
２
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）
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解
法
の
カ
ギ
と
正
解
・
正
答
例

Lesson05　こんなのあり？ 図書室ルール

思 考

問4
力

傍
線
部
（
イ
）
を
受
け
て
、
ミ
オ
さ
ん
は
代
案
（
右
下
の
囲
み
）
を
次
回
の

委
員
会
で
示
し
た
。
こ
の
案
は
、〈
シ
ー
ン
１
〉〈
シ
ー
ン
２
〉
で
示
さ
れ
た

ケ
ン
さ
ん
、
マ
ミ
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
・
指
摘
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
点

で
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
❶
❷
を
満
た
す

よ
う
に
書
け
。

❶　
六
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
（
句
読
点
を
含
む
）。

❷　
「
…
…
す
る
（
し
た
）
こ
と
で
、
…
…
（
す
る
）
よ
う
に
し
た
。」
と
い
う
一

文
構
成
と
し
、
前
半
で
「
ミ
オ
さ
ん
の
代
案
の
要
点
」
を
、
後
半
で
「
代
案

が
応
え
よ
う
と
し
た
意
見
・
指
摘
」
を
示
す
こ
と
。

ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
）

（
次
は
問
４
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）

ケ
ン
さ
ん
に
対
し
て

マ
ミ
さ
ん
に
対
し
て

【　
Ｐ　
】

5

10

1560

5

10

1560

　
本
を
貸
し
出
す
際
に
預
か
り
金
を
求
め
、
返
却
時
に
お
金
を
返
す
「
デ
ポ
ジ
ッ

ト
制
」
を
導
入
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
貸
し
出
す
際
、
例
え
ば
本
一
冊
に
つ

き
百
円
を
利
用
者
か
ら
預
か
り
ま
す
。
本
が
返
却
さ
れ
た
時
、
そ
の
百
円
は
利
用

者
に
返
す
の
で
す
。

（
次
は
問
３
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）

5

10

15

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　】

RQ

（冊）

0

a

c

b

d

e

f

P

よ
り
よ
い
ル
ー
ル
を
模
索
し
て

　
学
校
に
通
う
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
決
ま
り
ご
と
の
一
つ
「
学
校
の
ル
ー
ル
」
を
題
材

に
し
て
い
ま
す
。
課
題
の
解
決
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
持
つ
生
徒
た
ち
に
納
得
し
て
も

ら
い
や
す
い
ル
ー
ル
を
模
索
す
る
過
程
を
舞
台
に
、「
多
様
な
意
見
を
整
理
す
る
」
力
や
「
入

手
し
た
情
報
を
意
見
形
成
に
役
立
て
る
」
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ �

●
ア
プ
ロ
ー
チ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
作
成
の
代
わ
り
）
と
い
う
問
題
形
式
と
し
ま
し
た
。
数
学
の
問
題
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

正
答
を
導
く
決
め
手
と
な
る
の
は
国
語
の
力
で
す
。

　
ま
ず
、【　
Ｂ　
】
を
含
む
ナ
ツ
オ
さ
ん
の
主
張
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。
前
後
の
ユ
ミ
コ
さ

ん
の
発
言
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
ナ
ツ
オ
さ
ん
は　
【　
Ｂ　
】
で
、「
延
滞
者
一
人
当
た
り
の

延
滞
冊
数
が
増
え
た
」
こ
と
を
「
事
態
の
悪
化
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
と
推
論
で
き
ま
す
。

　
テ
ク
ス
ト
全
体
を
改
め
て
俯
瞰
す
れ
ば
、【　
Ｂ　
】
を
裏
づ
け
る
デ
ー
タ
は
確
か
に
、
ユ

ミ
コ
さ
ん
の
発
言
（
延
滞
者
数
の
推
移
デ
ー
タ
）
と
資
料
Ⅰ
（
延
滞
冊
数
の
推
移
デ
ー
タ
）
か

ら
引
き
出
せ
ま
す
。
左
上
の
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
け
ば
、正
答
を
導
け

ま
す
（
参
考
ま
で
に
、
グ
ラ
フ
の
完
成
品
も
左
に
添
え
ま
し
た
）。

（
正
答
例
）
Ｐ
＝
延
滞
者
一
人
当
た
り
の
延
滞
冊
数
（
13
字
）　　
ａ
（
１
）
ｅ
（
５
）

問
４　
ミ
オ
さ
ん
が
級
友
の
意
見
・
指
摘
を
代
案
に
ど
う
反
映
さ
せ
た
の
か
を
分
析
す
る
問
題

で
す
。
ケ
ン
さ
ん
は
「
延
滞
金
に
は
賛
同
し
な
い
が
、
延
滞
を
減
ら
す
対
策
は
必
要
」、
マ
ミ

さ
ん
は
「（
延
滞
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
て
も
）
気
軽
に
利
用
で
き
る
と
い
う
図
書
室
の
存
在
意

義
を
損
な
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
立
場
で
す
。
こ
れ
ら
を
代
案
と
突
き
合
わ
せ
ま
す
。

（
正
答
例
）

ケ
ン
さ
ん
…�

借
り
た
本
を
返
却
し
な
け
れ
ば
利
用
者
に
お
金
が
戻
ら
な
い
仕
組
み
に
す
る
こ

と
で
、延
滞
を
緩
や
か
に
け
ん
制
す
る
効
果
を
見
込
め
る
よ
う
に
し
た
。（
58
字
） 

マ
ミ
さ
ん
…�

借
り
た
本
を
返
却
し
さ
え
す
れ
ば
お
金
が
戻
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
で
、気
軽
に

利
用
で
き
る
図
書
室
の
意
義
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。（
57
字
）

問
１　
見
出
し
に
は
、
記
事
の
核
心
を
端
的
に
伝
え
、「
記
事
を
最
後
ま
で
聞
く
（
読
む
）
か

ど
う
か
」
の
判
断
材
料
を
受
け
手
（
視
聴
者
や
読
者
）
に
提
供
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
記
事
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
厳
選
し
、
短
い
言
葉
で
表
現
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
正
答
例
）
図
書
室
の
本
に
「
延
滞
金
」
を
検
討
（
14
字
）

　
　
　
　

 

本
の
借
り
っ
ぱ
な
し
、
お
金
取
り
ま
す
（
15
字
）

問
２　
比
喩
的
表
現
を
文
脈
に
沿
っ
て
理
解
し
、
的
確
に
説
明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
シ
ュ
ン
さ
ん
の
主
張
は
①
た
っ
た
百
円
の
延
滞
金
で
は
、延
滞
を
防
ぐ
効
果
は
薄
い
②
む
し

ろ
延
滞
金
が
「
免
罪
符
」
と
さ
れ
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
招
き
か
ね
な
い
―
―
の
二
点
で
す
。

こ
の
う
ち
、
説
明
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
②
で
す
。「
延
滞
金
さ
え
払
え
ば
許
さ
れ
る
」
と

い
う
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
う
え
で
、「
か
え
っ
て
事
故
の
可
能
性
が
高
ま
る
」
と
い
う
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
が
、
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。

（
正
答
例
）「
延
滞
金
さ
え
払
え
ば
許
さ
れ
る
」
と
い
う
安
易
な
考
え
が
広
ま
り
、か
え
っ
て
延

滞
が
増
え
る
こ
と
。（
40
字
）

問
３　
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
会
話
文
」「
資
料
Ⅰ
」
と
い
う
別
個
の
テ
ク
ス
ト
に
散
ら

ば
っ
た
情
報
を
丹
念
に
拾
い
上
げ
て
突
き
合
わ
せ
、ナ
ツ
オ
さ
ん
の
主
張
を
根
拠
づ
け
る
デ
ー

タ
を
得
る
こ
と
で
す
。
そ
の
力
を
客
観
的
に
測
る
手
段
と
し
て
、グ
ラ
フ
の
補
完
作
業
（
グ
ラ

延
滞
者
一
人
当
た
り
の
延
滞
冊
数

2018年度
上半期

2017年度
上半期

（冊）

0

1

3

2

4

5

6
5.3

1.7

（参考）
2017年度
上半期

2018年度
上半期

延滞冊数 45冊 106冊
延滞者数 27人 20人
延滞者１人
当たりの延
滞冊数

1.7 冊 5.3 冊

い
る
こ
と
。

❸　
縦
軸
の
目
盛
り
は
「
０
」
か
ら
「
ｆ
」
ま
で
す
べ
て
等
間
隔
で
あ
る
こ
と
。

転
載
不
可



国
語

L
esson

共通テスト　国語（記述式）・公民　思考力を鍛える　厳選 Lesson20

05

25 24

解
法
の
カ
ギ
と
正
解
・
正
答
例

Lesson05　こんなのあり？ 図書室ルール

思 考

問4
力

傍
線
部
（
イ
）
を
受
け
て
、
ミ
オ
さ
ん
は
代
案
（
右
下
の
囲
み
）
を
次
回
の

委
員
会
で
示
し
た
。
こ
の
案
は
、〈
シ
ー
ン
１
〉〈
シ
ー
ン
２
〉
で
示
さ
れ
た

ケ
ン
さ
ん
、
マ
ミ
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
・
指
摘
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
点

で
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
❶
❷
を
満
た
す

よ
う
に
書
け
。

❶　
六
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
（
句
読
点
を
含
む
）。

❷　
「
…
…
す
る
（
し
た
）
こ
と
で
、
…
…
（
す
る
）
よ
う
に
し
た
。」
と
い
う
一

文
構
成
と
し
、
前
半
で
「
ミ
オ
さ
ん
の
代
案
の
要
点
」
を
、
後
半
で
「
代
案

が
応
え
よ
う
と
し
た
意
見
・
指
摘
」
を
示
す
こ
と
。

ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　
　
）

（　
　
　
　
　
）

（
次
は
問
４
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）

ケ
ン
さ
ん
に
対
し
て

マ
ミ
さ
ん
に
対
し
て

【　
Ｐ　
】

5

10

1560

5

10

1560

　
本
を
貸
し
出
す
際
に
預
か
り
金
を
求
め
、
返
却
時
に
お
金
を
返
す
「
デ
ポ
ジ
ッ

ト
制
」
を
導
入
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
貸
し
出
す
際
、
例
え
ば
本
一
冊
に
つ

き
百
円
を
利
用
者
か
ら
預
か
り
ま
す
。
本
が
返
却
さ
れ
た
時
、
そ
の
百
円
は
利
用

者
に
返
す
の
で
す
。

（
次
は
問
３
の
下
書
き
欄
。
試
験
本
番
の
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
書
く
。）

5

10

15

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　】

RQ

（冊）

0

a

c

b

d

e

f

P

よ
り
よ
い
ル
ー
ル
を
模
索
し
て

　
学
校
に
通
う
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
決
ま
り
ご
と
の
一
つ
「
学
校
の
ル
ー
ル
」
を
題
材

に
し
て
い
ま
す
。
課
題
の
解
決
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
持
つ
生
徒
た
ち
に
納
得
し
て
も

ら
い
や
す
い
ル
ー
ル
を
模
索
す
る
過
程
を
舞
台
に
、「
多
様
な
意
見
を
整
理
す
る
」
力
や
「
入

手
し
た
情
報
を
意
見
形
成
に
役
立
て
る
」
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ �

●
ア
プ
ロ
ー
チ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
作
成
の
代
わ
り
）
と
い
う
問
題
形
式
と
し
ま
し
た
。
数
学
の
問
題
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

正
答
を
導
く
決
め
手
と
な
る
の
は
国
語
の
力
で
す
。

　
ま
ず
、【　
Ｂ　
】
を
含
む
ナ
ツ
オ
さ
ん
の
主
張
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。
前
後
の
ユ
ミ
コ
さ

ん
の
発
言
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
ナ
ツ
オ
さ
ん
は　
【　
Ｂ　
】
で
、「
延
滞
者
一
人
当
た
り
の

延
滞
冊
数
が
増
え
た
」
こ
と
を
「
事
態
の
悪
化
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
と
推
論
で
き
ま
す
。

　
テ
ク
ス
ト
全
体
を
改
め
て
俯
瞰
す
れ
ば
、【　
Ｂ　
】
を
裏
づ
け
る
デ
ー
タ
は
確
か
に
、
ユ

ミ
コ
さ
ん
の
発
言
（
延
滞
者
数
の
推
移
デ
ー
タ
）
と
資
料
Ⅰ
（
延
滞
冊
数
の
推
移
デ
ー
タ
）
か

ら
引
き
出
せ
ま
す
。
左
上
の
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
け
ば
、正
答
を
導
け

ま
す
（
参
考
ま
で
に
、
グ
ラ
フ
の
完
成
品
も
左
に
添
え
ま
し
た
）。

（
正
答
例
）
Ｐ
＝
延
滞
者
一
人
当
た
り
の
延
滞
冊
数
（
13
字
）　　
ａ
（
１
）
ｅ
（
５
）

問
４　
ミ
オ
さ
ん
が
級
友
の
意
見
・
指
摘
を
代
案
に
ど
う
反
映
さ
せ
た
の
か
を
分
析
す
る
問
題

で
す
。
ケ
ン
さ
ん
は
「
延
滞
金
に
は
賛
同
し
な
い
が
、
延
滞
を
減
ら
す
対
策
は
必
要
」、
マ
ミ

さ
ん
は
「（
延
滞
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
て
も
）
気
軽
に
利
用
で
き
る
と
い
う
図
書
室
の
存
在
意

義
を
損
な
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
立
場
で
す
。
こ
れ
ら
を
代
案
と
突
き
合
わ
せ
ま
す
。

（
正
答
例
）

ケ
ン
さ
ん
…�
借
り
た
本
を
返
却
し
な
け
れ
ば
利
用
者
に
お
金
が
戻
ら
な
い
仕
組
み
に
す
る
こ

と
で
、延
滞
を
緩
や
か
に
け
ん
制
す
る
効
果
を
見
込
め
る
よ
う
に
し
た
。（
58
字
） 

マ
ミ
さ
ん
…�

借
り
た
本
を
返
却
し
さ
え
す
れ
ば
お
金
が
戻
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
で
、気
軽
に

利
用
で
き
る
図
書
室
の
意
義
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
。（
57
字
）

問
１　
見
出
し
に
は
、
記
事
の
核
心
を
端
的
に
伝
え
、「
記
事
を
最
後
ま
で
聞
く
（
読
む
）
か

ど
う
か
」
の
判
断
材
料
を
受
け
手
（
視
聴
者
や
読
者
）
に
提
供
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
記
事
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
厳
選
し
、
短
い
言
葉
で
表
現
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
正
答
例
）
図
書
室
の
本
に
「
延
滞
金
」
を
検
討
（
14
字
）

　
　
　
　

 

本
の
借
り
っ
ぱ
な
し
、
お
金
取
り
ま
す
（
15
字
）

問
２　
比
喩
的
表
現
を
文
脈
に
沿
っ
て
理
解
し
、
的
確
に
説
明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
シ
ュ
ン
さ
ん
の
主
張
は
①
た
っ
た
百
円
の
延
滞
金
で
は
、延
滞
を
防
ぐ
効
果
は
薄
い
②
む
し

ろ
延
滞
金
が
「
免
罪
符
」
と
さ
れ
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
招
き
か
ね
な
い
―
―
の
二
点
で
す
。

こ
の
う
ち
、
説
明
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
②
で
す
。「
延
滞
金
さ
え
払
え
ば
許
さ
れ
る
」
と

い
う
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
う
え
で
、「
か
え
っ
て
事
故
の
可
能
性
が
高
ま
る
」
と
い
う
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
が
、
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。

（
正
答
例
）「
延
滞
金
さ
え
払
え
ば
許
さ
れ
る
」
と
い
う
安
易
な
考
え
が
広
ま
り
、か
え
っ
て
延

滞
が
増
え
る
こ
と
。（
40
字
）

問
３　
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
会
話
文
」「
資
料
Ⅰ
」
と
い
う
別
個
の
テ
ク
ス
ト
に
散
ら

ば
っ
た
情
報
を
丹
念
に
拾
い
上
げ
て
突
き
合
わ
せ
、ナ
ツ
オ
さ
ん
の
主
張
を
根
拠
づ
け
る
デ
ー

タ
を
得
る
こ
と
で
す
。
そ
の
力
を
客
観
的
に
測
る
手
段
と
し
て
、グ
ラ
フ
の
補
完
作
業
（
グ
ラ

延
滞
者
一
人
当
た
り
の
延
滞
冊
数

2018年度
上半期

2017年度
上半期

（冊）

0

1

3

2

4

5

6
5.3

1.7

（参考）
2017年度
上半期

2018年度
上半期

延滞冊数 45冊 106冊
延滞者数 27人 20人
延滞者１人
当たりの延
滞冊数

1.7 冊 5.3 冊

い
る
こ
と
。

❸　
縦
軸
の
目
盛
り
は
「
０
」
か
ら
「
ｆ
」
ま
で
す
べ
て
等
間
隔
で
あ
る
こ
と
。

転
載
不
可
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Lesson05　変わる日本人の食生活

社会的な事象を複眼的に考察する
　日本人の主食である米の１人当たりの消費量は、
1960 年代から一貫して減り続けています。一方、家
計の消費支出総額に占める食費の割合（エンゲル係

●パースペクティブ �

問２　「米の消費量や消費支出の減少＝米離れ」とい
う一面的な見方にとどまらず、別の視点も加えて複眼
的な考察に立ち会うことが求められています。そのた
めに必要なのは「多様な見解を整理して示す」力や

「統合する」力です。
　米の消費には「家庭用に米を買う」「米を使った調
理食品を買う」という少なくとも二つの側面がある―
―という俯瞰図を、会話文を基にして描き出せるかど

問３　社会的事象をとらえるための概念を活用して、
「筋道立てて推論する」力が問われます。
正解は③　調理食品への支出の増加という事象につ
いて、ケントさんはアミさん、ワタルさんの２人とは
異なる視点から考察を試みています。分析の対象は、

「世帯主の年代」別のデータを示す資料Ⅱであること
はすぐ分かります。
　そのうえで、＜１　分析の前提＞で示された概念の

問４　エンゲル係数の推移を巡り、視点の異なる考察
を読み解きながら、設問に向かいましょう。
　分析の対象は、共働き世帯に関連するデータを含む
資料Ⅳだと分かります。そのうえで、ワタルさんは

「確かに」に続く【Ｃ】でアミさんに有利なデータを
示す一方、「しかし」に続く【Ｄ】で不利なデータを
示している——とつかめるかどうかが、最大のポイン

問１　米（食用米）への支出額が減っている一因は
「女性の働き方や家事の位置づけの変化」にあるとい
うワタルさんの見立て（仮説）を検証するため、どの
ような資料が役立つかを考えます。
正解は②　ワタルさんは【Ａ】を含む発言に続いて、

●アプローチ �

数）は近年、上昇傾向にあります。
　こうした社会的な事象の背景や要因を複数の資料
に即して考察する力、つまり「現実を多角的に考察、
検証する」力が試される問題です。

うかが、最大のポイントです。
　❶家庭で炊く米への支出額は（以前から）減ってい
る❷米を使った調理食品への支出額は（近年）増えて
いる――という両面を統合し、設問の条件である「変
化」として説明します。
（正答例）家庭における調理から、調理食品の購入へ
と移ってきた（25 字）　／　これまでの内食から、中
食へと変わってきた（20 字）

意味を理解し、資料Ⅱの読解に活用できるかどうか
が、カギを握ります。
　①米と生鮮食品の支出割合の下落幅を４種類の世
帯ごとに比べれば、米の割合が下がる相対的な勢い
は、世帯主が「65 歳以上」→「30 歳代」→「40 歳
代」→「50 歳代」の順に強いです。②下落幅が最も
大きいのは「50 歳代」です。④上昇幅が最も大きい
のは「50 歳代」です。

トです。【Ｃ】は「食費に占める」という書き出しが
ヒント。【Ｄ】はストレートなデータが資料Ⅳに含ま
れています。

【Ｃ】�（正答例）消費支出に占める外食の割合は、共働
き世帯のほうが高い。（27 字）

【Ｄ】�（正答例）エンゲル係数は「夫のみ有業の世帯」
のほうが高い。（24 字）

炊くのに時間がかかる米は「忙しい女性たち」に敬遠
されているのかもしれないと、自分の仮説を言い換え
ています。これを裏づけ得るデータは例えば、共働き
世帯数の推移のほか、家庭内で調理にかける時間（が
短くなってきたことを示すデータ）です。

＜シーン２＞　日本では近年、エンゲル係数※が上昇傾向を示し、その背景などを巡って論議されて
いる。これに関連して、アミさん、ワタルさんにケントさんを加えた３人が意見を交わしている。

※エンゲル係数……�家計の消費支出総額に占める食料費（食費）の割合（％）で、生活水準を示す経済指標とされる。食料品は
所得の多寡に関係なく必要で、削りにくい。このため一般に、所得が低い層ではエンゲル係数が高くなる。
逆に、所得が高くなるほど低くなる。この経験則は、19 世紀ドイツの社会統計学者エンゲルが見いだした。

ア　ミ	 エンゲル係数が特にここ数年、上昇傾向にあるのはなぜかしら？

ワタル	 国民の生活が苦しくなっていることの表れだという見方もある。ただ、ほかの要因があ
ると、僕は思う。例えば近年は、円安による食料品の値上がりが大きく影響していると
言われているよ。

ア　ミ	 中期的には、外食や調理食品の利用が増えていることも、食費が膨らむ一因だと言えそう
ね。生鮮食品を買って自分で調理するより、外食や中食のほうが高くつくから。女性の社
会進出で共働き世帯が増えたことが、エンゲル係数上昇の要因だと考えてもいいのかな。

ワタル	 統計資料によると、確かに、【　Ｃ　】　しかし、同じ資料をよく見ると【　Ｄ　】　だか
ら、共働き世帯の増加がエンゲル係数上昇の直接の要因だとは言い切れないと思う。

ケント	 むしろ、高齢化の進展が一つの要因ではないかな。仕事から退いた人の世帯は一般に、
所得が低い一方、調理食品を利用する機会は多いからね。

ア　ミ	 仮にライフスタイルの変化や高齢化が要因だとすると、エンゲル係数は近年、生活水準
を示す指標としての機能を失ったということになるのでは？

ケント	 そうとも言い切れないよ。最近でも、所得水準別のエンゲル係数は所得が高くなるほど低
い。ただ、この係数を左右する要因は生活水準以外にもあると考えたほうがよさそうだ。

◆エンゲル係数の推移 ◆夫婦の就業状態別の家計収支

※
総
務
省
「
家
計
調
査
報
告
」

（
２
０
１
６
年
）を
基
に
作
成

項　　目 共働き世帯（有業
者は夫婦のみ）

夫のみ有業の世
帯

世帯人員（人） 3.44 3.32
世帯主の年齢（歳） 46.0 47.1
持ち家率（％） 78.4 73.6
実収入（円） 60 万 1524 49 万 8019
消費支出（円） 33 万 1872 30 万 2894
消費支出のうち食費（円） 7 万 6586 7 万 3297
消費支出に占める外食の割合（％） 5.5 4.9
エンゲル係数（％） 23.1 24.2

22
23
24
25
26
27
28
29
30（％）

26.1（1987年）

22.9（2005年）

25.8（16年）

16100520009590851980年

資料Ⅲ 資料Ⅳ

ワタルさんは【　Ｃ　】【　Ｄ　】で何と述べたか、それぞれ30字以内で書け（句読点を含む）。
会話体でなくてよい。ただし、根拠は資料Ⅲ、Ⅳのいずれかによること。【　Ｃ　】は「消費支
出に占める」で書き出すこと。

【　Ｃ　】

【　Ｄ　】

思 考

問4

力
実 用 国 語

（次は問４の下書き用。試験本番の解答は必ず解答用紙に書く。）
5 10 15

30

30

転
載
不
可
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Lesson05　変わる日本人の食生活

社会的な事象を複眼的に考察する
　日本人の主食である米の１人当たりの消費量は、
1960 年代から一貫して減り続けています。一方、家
計の消費支出総額に占める食費の割合（エンゲル係

●パースペクティブ �

問２　「米の消費量や消費支出の減少＝米離れ」とい
う一面的な見方にとどまらず、別の視点も加えて複眼
的な考察に立ち会うことが求められています。そのた
めに必要なのは「多様な見解を整理して示す」力や

「統合する」力です。
　米の消費には「家庭用に米を買う」「米を使った調
理食品を買う」という少なくとも二つの側面がある―
―という俯瞰図を、会話文を基にして描き出せるかど

問３　社会的事象をとらえるための概念を活用して、
「筋道立てて推論する」力が問われます。
正解は③　調理食品への支出の増加という事象につ
いて、ケントさんはアミさん、ワタルさんの２人とは
異なる視点から考察を試みています。分析の対象は、

「世帯主の年代」別のデータを示す資料Ⅱであること
はすぐ分かります。
　そのうえで、＜１　分析の前提＞で示された概念の

問４　エンゲル係数の推移を巡り、視点の異なる考察
を読み解きながら、設問に向かいましょう。
　分析の対象は、共働き世帯に関連するデータを含む
資料Ⅳだと分かります。そのうえで、ワタルさんは

「確かに」に続く【Ｃ】でアミさんに有利なデータを
示す一方、「しかし」に続く【Ｄ】で不利なデータを
示している——とつかめるかどうかが、最大のポイン

問１　米（食用米）への支出額が減っている一因は
「女性の働き方や家事の位置づけの変化」にあるとい
うワタルさんの見立て（仮説）を検証するため、どの
ような資料が役立つかを考えます。
正解は②　ワタルさんは【Ａ】を含む発言に続いて、

●アプローチ �

数）は近年、上昇傾向にあります。
　こうした社会的な事象の背景や要因を複数の資料
に即して考察する力、つまり「現実を多角的に考察、
検証する」力が試される問題です。

うかが、最大のポイントです。
　❶家庭で炊く米への支出額は（以前から）減ってい
る❷米を使った調理食品への支出額は（近年）増えて
いる――という両面を統合し、設問の条件である「変
化」として説明します。
（正答例）家庭における調理から、調理食品の購入へ
と移ってきた（25 字）　／　これまでの内食から、中
食へと変わってきた（20 字）

意味を理解し、資料Ⅱの読解に活用できるかどうか
が、カギを握ります。
　①米と生鮮食品の支出割合の下落幅を４種類の世
帯ごとに比べれば、米の割合が下がる相対的な勢い
は、世帯主が「65 歳以上」→「30 歳代」→「40 歳
代」→「50 歳代」の順に強いです。②下落幅が最も
大きいのは「50 歳代」です。④上昇幅が最も大きい
のは「50 歳代」です。

トです。【Ｃ】は「食費に占める」という書き出しが
ヒント。【Ｄ】はストレートなデータが資料Ⅳに含ま
れています。

【Ｃ】�（正答例）消費支出に占める外食の割合は、共働
き世帯のほうが高い。（27 字）

【Ｄ】�（正答例）エンゲル係数は「夫のみ有業の世帯」
のほうが高い。（24 字）

炊くのに時間がかかる米は「忙しい女性たち」に敬遠
されているのかもしれないと、自分の仮説を言い換え
ています。これを裏づけ得るデータは例えば、共働き
世帯数の推移のほか、家庭内で調理にかける時間（が
短くなってきたことを示すデータ）です。

＜シーン２＞　日本では近年、エンゲル係数※が上昇傾向を示し、その背景などを巡って論議されて
いる。これに関連して、アミさん、ワタルさんにケントさんを加えた３人が意見を交わしている。

※エンゲル係数……�家計の消費支出総額に占める食料費（食費）の割合（％）で、生活水準を示す経済指標とされる。食料品は
所得の多寡に関係なく必要で、削りにくい。このため一般に、所得が低い層ではエンゲル係数が高くなる。
逆に、所得が高くなるほど低くなる。この経験則は、19 世紀ドイツの社会統計学者エンゲルが見いだした。

ア　ミ	 エンゲル係数が特にここ数年、上昇傾向にあるのはなぜかしら？

ワタル	 国民の生活が苦しくなっていることの表れだという見方もある。ただ、ほかの要因があ
ると、僕は思う。例えば近年は、円安による食料品の値上がりが大きく影響していると
言われているよ。

ア　ミ	 中期的には、外食や調理食品の利用が増えていることも、食費が膨らむ一因だと言えそう
ね。生鮮食品を買って自分で調理するより、外食や中食のほうが高くつくから。女性の社
会進出で共働き世帯が増えたことが、エンゲル係数上昇の要因だと考えてもいいのかな。

ワタル	 統計資料によると、確かに、【　Ｃ　】　しかし、同じ資料をよく見ると【　Ｄ　】　だか
ら、共働き世帯の増加がエンゲル係数上昇の直接の要因だとは言い切れないと思う。

ケント	 むしろ、高齢化の進展が一つの要因ではないかな。仕事から退いた人の世帯は一般に、
所得が低い一方、調理食品を利用する機会は多いからね。

ア　ミ	 仮にライフスタイルの変化や高齢化が要因だとすると、エンゲル係数は近年、生活水準
を示す指標としての機能を失ったということになるのでは？

ケント	 そうとも言い切れないよ。最近でも、所得水準別のエンゲル係数は所得が高くなるほど低
い。ただ、この係数を左右する要因は生活水準以外にもあると考えたほうがよさそうだ。

◆エンゲル係数の推移 ◆夫婦の就業状態別の家計収支

※
総
務
省
「
家
計
調
査
報
告
」

（
２
０
１
６
年
）を
基
に
作
成

項　　目 共働き世帯（有業
者は夫婦のみ）

夫のみ有業の世
帯

世帯人員（人） 3.44 3.32
世帯主の年齢（歳） 46.0 47.1
持ち家率（％） 78.4 73.6
実収入（円） 60 万 1524 49 万 8019
消費支出（円） 33 万 1872 30 万 2894
消費支出のうち食費（円） 7 万 6586 7 万 3297
消費支出に占める外食の割合（％） 5.5 4.9
エンゲル係数（％） 23.1 24.2

22
23
24
25
26
27
28
29
30（％）

26.1（1987年）

22.9（2005年）

25.8（16年）

16100520009590851980年

資料Ⅲ 資料Ⅳ

ワタルさんは【　Ｃ　】【　Ｄ　】で何と述べたか、それぞれ30字以内で書け（句読点を含む）。
会話体でなくてよい。ただし、根拠は資料Ⅲ、Ⅳのいずれかによること。【　Ｃ　】は「消費支
出に占める」で書き出すこと。

【　Ｃ　】

【　Ｄ　】

思 考

問4

力
実 用 国 語

（次は問４の下書き用。試験本番の解答は必ず解答用紙に書く。）
5 10 15

30

30
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Lesson05　変わる日本人の食生活

変わる日本人の食生活
◉社会的事象の原因と結果を考察する（問２）

日本人の食生活は戦後、「何を」「どこから調達し」「どのようにして」「どこで」食べ
るか――などを巡り、変化してきた。複数の経済的、社会的変化が背景にあると考え
られる。これに関連する学生たちの＜シーン１＞＜シーン２＞における会話文と資料
Ⅰ〜Ⅳを読み、問１〜４に答えよ。

◆食料消費支出（１世帯当たり）の費目別割合の推移

◆世帯主の年代別に見る食料消費支出の内訳（2016 年）
※各費目におけるカッコ内の数字

は 2000 年の割合からの上昇幅
または下落幅（単位は㌽、▼は
下落）

※資料Ⅰ、Ⅱのいずれも総務
省「家計調査」を基に作成

（２人以上の世帯）
※外食は学校給食などを除く
※共働き世帯は、妻の勤め先

からの収入が月８万円以上
の世帯

世帯主の
年代

食料消費支出の内訳（費目別割合）
米 生鮮食品 調理食品 外食

２
人
以
上
の
世
帯

30歳代 1.8％（▼ 1.5） 16.6％（▼ 0.4） 12.2％（0.8） 23.1％（3.2）
40 歳代 2.3％（▼ 1.5） 18.7％（▼ 1.2） 12.7％（1.2） 18.9％（2.9）
50 歳代 2.4％（▼ 2.2） 20.6％（▼ 3.2） 13.6％（3.1） 17.7％（2.5）
65歳以上 3.0％（▼ 2.2） 23.8％（▼ 1.0） 13.0％（2.5） 10.7％（0.3）

＜シーン１＞　アミさん、ワタルさんが、資料Ⅰを見ながら話し合っている。

ア　ミ	 日本ではここ半世紀以上、米の消費量が減り続けているんだって。家計調査（２人以上
の世帯）の１人当たり年間消費支出でも、米への支出額は大幅に減っていて、パン類（食
パンや菓子パン、調理パンなど）への支出額のほうが多い。ごはんが好きな人が減って
いるのかな？

ワタル	 食生活の欧米化は、米への支出額が減っている理由の一つだと言われている。でも、理
由はほかにもあるかもしれない。共働き世帯数の推移や【　Ａ　】の推移を調べれば、
女性の働き方や家事の位置づけの変化が分かるはずだ。例えば同じ主食でも、パンは
買ってすぐ食べられるけれど、ごはんを炊くのは時間がかかる。だから、米は忙しい女
性たちに敬遠されているのかもしれないね。

ア　ミ	 それはあり得る。共働き世帯はいまや「夫婦がいる世帯」（高齢者世帯などを除く）全体
の約６割に上るって聞いたことがある。食料のうちどの費目に多くのお金を使っている
のかを「夫のみ有業（会社勤めや自営など）の世帯」と比べると、「外食」「調理食品※」
の割合は共働き世帯のほうが高く、「生鮮食品」は「夫のみ有業の世帯」のほうが高い
ことが分かる。これは、共働き世帯の家事時間が限られていることの表れだとみてもよ
さそうだね。

ワタル	 ただ、別の視点から考える必要もありそうだよ。調理食品は「主食的」と「それ以外」
に分類される。主食的調理食品のうち、米を使ったもの（弁当やすし、おにぎりなど）
への支出額は、1970年の約３倍に増えている。これに家庭で調理する米への支出額を
加えると、パン類への支出額の約1.6 倍に上るんだ。

ア　ミ	 つまり、「米そのものが嫌われている」というよりも、米の食べ方の比重が【　Ｂ　】面
があると考えたほうがよさそうだ、ということね。

ワタル	 うん。だとすれば、米にもまだ活路がありそうだ。共働き世帯の増加傾向などを背景に、
中食産業はこれからも広がっていきそうだからね。

※�調理食品……�コンビニやスーパーで売っている弁当や総菜が代表例。また、店で買った調理食品を家庭や職場に持ち帰って
食べることを「中食」という。レストランなどで食べる「外食」と、自分たちで調理した料理を家庭で食べる

「内食」との中間に位置する食べ方を意味する造語である。

夫のみ有業の世帯共働き世帯
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【　Ａ　】として最も適当な国内のデータを、次のうちから一つ選べ。
①　当初所得におけるジニ係数	 ②　家庭内で調理にかける時間
③　総労働時間	 ④　国内総生産（ＧＤＰ）に占める個人消費の割合

アミさんは【　Ｂ　】で何と述べたか、20字以上、25字以内で書け（句読点を含む）。た
だし、変化の内容を具体的に示すこと。

（次は問２の下書き用。試験本番の解答は必ず解答用紙に書く。）

２人の会話を聞き「調理食品が普及している要因は、共働き世帯の増加以外にもある」と考
えたケントさんは、資料Ⅰ、Ⅱのいずれかについて、次の＜１＞＜２＞の分析をし、＜３＞
の結論を導いた。【　　　】に入る記述として最も適当なものを、①〜④のうちから一つ選べ。

＜１　分析の前提＞
　■�家計の消費支出における費目別割合の上昇幅・下落幅（2000 年→ 2016 年）を評価する際、次の解

釈を前提とする。「世帯主の年代別」に分類された世帯のうち、例えば「費目Ｐ、Ｑの上昇幅がそれ
ぞれ５㌽、１㌽である世帯」と「費目Ｐ、Ｑの上昇幅がそれぞれ８㌽、７㌽である世帯」では、「（費
目Ｑとの比較において）費目Ｐの割合が上がる相対的な勢いは、前者の世帯のほうが後者の世帯より
も強い」と解釈する。

＜２　資料の分析＞
　■�費目別割合の上昇幅・下落幅を「世帯主の年代」別に比べた。「各費目の割合が上がる（下がる）相

対的な勢い」も考察した。その結果、世帯主の年代が上がるほど、【　　　】ことが分かった。

＜３　結論＞　高齢化の進展は、調理食品の利用が増えている一つの要因であると推測される。

①　米の支出割合が下がる相対的な勢いは、強まる
②　生鮮食品の支出割合の下落幅は、大きくなる
③　調理食品の支出割合が上がる相対的な勢いは、強まる
④　調理食品の支出割合の上昇幅は、大きくなる
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Lesson05　変わる日本人の食生活
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◉社会的事象の原因と結果を考察する（問２）

日本人の食生活は戦後、「何を」「どこから調達し」「どのようにして」「どこで」食べ
るか――などを巡り、変化してきた。複数の経済的、社会的変化が背景にあると考え
られる。これに関連する学生たちの＜シーン１＞＜シーン２＞における会話文と資料
Ⅰ〜Ⅳを読み、問１〜４に答えよ。

◆食料消費支出（１世帯当たり）の費目別割合の推移

◆世帯主の年代別に見る食料消費支出の内訳（2016 年）
※各費目におけるカッコ内の数字

は 2000 年の割合からの上昇幅
または下落幅（単位は㌽、▼は
下落）

※資料Ⅰ、Ⅱのいずれも総務
省「家計調査」を基に作成

（２人以上の世帯）
※外食は学校給食などを除く
※共働き世帯は、妻の勤め先

からの収入が月８万円以上
の世帯

世帯主の
年代

食料消費支出の内訳（費目別割合）
米 生鮮食品 調理食品 外食

２
人
以
上
の
世
帯

30歳代 1.8％（▼ 1.5） 16.6％（▼ 0.4） 12.2％（0.8） 23.1％（3.2）
40 歳代 2.3％（▼ 1.5） 18.7％（▼ 1.2） 12.7％（1.2） 18.9％（2.9）
50 歳代 2.4％（▼ 2.2） 20.6％（▼ 3.2） 13.6％（3.1） 17.7％（2.5）
65歳以上 3.0％（▼ 2.2） 23.8％（▼ 1.0） 13.0％（2.5） 10.7％（0.3）

＜シーン１＞　アミさん、ワタルさんが、資料Ⅰを見ながら話し合っている。

ア　ミ	 日本ではここ半世紀以上、米の消費量が減り続けているんだって。家計調査（２人以上
の世帯）の１人当たり年間消費支出でも、米への支出額は大幅に減っていて、パン類（食
パンや菓子パン、調理パンなど）への支出額のほうが多い。ごはんが好きな人が減って
いるのかな？

ワタル	 食生活の欧米化は、米への支出額が減っている理由の一つだと言われている。でも、理
由はほかにもあるかもしれない。共働き世帯数の推移や【　Ａ　】の推移を調べれば、
女性の働き方や家事の位置づけの変化が分かるはずだ。例えば同じ主食でも、パンは
買ってすぐ食べられるけれど、ごはんを炊くのは時間がかかる。だから、米は忙しい女
性たちに敬遠されているのかもしれないね。

ア　ミ	 それはあり得る。共働き世帯はいまや「夫婦がいる世帯」（高齢者世帯などを除く）全体
の約６割に上るって聞いたことがある。食料のうちどの費目に多くのお金を使っている
のかを「夫のみ有業（会社勤めや自営など）の世帯」と比べると、「外食」「調理食品※」
の割合は共働き世帯のほうが高く、「生鮮食品」は「夫のみ有業の世帯」のほうが高い
ことが分かる。これは、共働き世帯の家事時間が限られていることの表れだとみてもよ
さそうだね。

ワタル	 ただ、別の視点から考える必要もありそうだよ。調理食品は「主食的」と「それ以外」
に分類される。主食的調理食品のうち、米を使ったもの（弁当やすし、おにぎりなど）
への支出額は、1970年の約３倍に増えている。これに家庭で調理する米への支出額を
加えると、パン類への支出額の約1.6 倍に上るんだ。

ア　ミ	 つまり、「米そのものが嫌われている」というよりも、米の食べ方の比重が【　Ｂ　】面
があると考えたほうがよさそうだ、ということね。

ワタル	 うん。だとすれば、米にもまだ活路がありそうだ。共働き世帯の増加傾向などを背景に、
中食産業はこれからも広がっていきそうだからね。

※�調理食品……�コンビニやスーパーで売っている弁当や総菜が代表例。また、店で買った調理食品を家庭や職場に持ち帰って
食べることを「中食」という。レストランなどで食べる「外食」と、自分たちで調理した料理を家庭で食べる

「内食」との中間に位置する食べ方を意味する造語である。

夫のみ有業の世帯共働き世帯

2008年 12 16
20

26
25
24
23
22
21

27（％）
生鮮食品

2008年 12 16
10

13

12

11

14（％）
調理食品

15

22
21
20
19
18
17
16

23（％）

2008年 12 16

外　食

【　Ａ　】として最も適当な国内のデータを、次のうちから一つ選べ。
①　当初所得におけるジニ係数	 ②　家庭内で調理にかける時間
③　総労働時間	 ④　国内総生産（ＧＤＰ）に占める個人消費の割合

アミさんは【　Ｂ　】で何と述べたか、20字以上、25字以内で書け（句読点を含む）。た
だし、変化の内容を具体的に示すこと。

（次は問２の下書き用。試験本番の解答は必ず解答用紙に書く。）

２人の会話を聞き「調理食品が普及している要因は、共働き世帯の増加以外にもある」と考
えたケントさんは、資料Ⅰ、Ⅱのいずれかについて、次の＜１＞＜２＞の分析をし、＜３＞
の結論を導いた。【　　　】に入る記述として最も適当なものを、①〜④のうちから一つ選べ。

＜１　分析の前提＞
　■�家計の消費支出における費目別割合の上昇幅・下落幅（2000 年→ 2016 年）を評価する際、次の解

釈を前提とする。「世帯主の年代別」に分類された世帯のうち、例えば「費目Ｐ、Ｑの上昇幅がそれ
ぞれ５㌽、１㌽である世帯」と「費目Ｐ、Ｑの上昇幅がそれぞれ８㌽、７㌽である世帯」では、「（費
目Ｑとの比較において）費目Ｐの割合が上がる相対的な勢いは、前者の世帯のほうが後者の世帯より
も強い」と解釈する。

＜２　資料の分析＞
　■�費目別割合の上昇幅・下落幅を「世帯主の年代」別に比べた。「各費目の割合が上がる（下がる）相

対的な勢い」も考察した。その結果、世帯主の年代が上がるほど、【　　　】ことが分かった。

＜３　結論＞　高齢化の進展は、調理食品の利用が増えている一つの要因であると推測される。

①　米の支出割合が下がる相対的な勢いは、強まる
②　生鮮食品の支出割合の下落幅は、大きくなる
③　調理食品の支出割合が上がる相対的な勢いは、強まる
④　調理食品の支出割合の上昇幅は、大きくなる

思 考

問1
力

思 考

問3
力

思 考

問2

力
実 用 国 語

資料Ⅰ

資料Ⅱ

5 10 15

20 25

構　想

?!
知　識 表　現統　合推　論分　析

転
載
不
可



思考力サンプル版　表１表４　2018/10/31

サンプル

「共通テスト」で問われる

「思考力・判断力・表現力」を養う六つのポイント
複数のテクスト※同士の関
連性（原因と結果、根拠と
主張など）を論理的に考察
する

自分の知識や経験も踏ま
え、テクスト※にない情報
（登場人物の立場を補強す
る意見など）を考える

一つのテクスト※から目的
に応じた情報を取り出す
（例えばグラフの読解）。
「技能」に属する

「一つのテクスト※内の複数
情報」や「複数のテクスト※」
を比較・分析し、一つの情報
にまとめ上げる

思考・判断（推論、統合な
ど）で得た情報を、条件に
応じて表現・構成を工夫し
て他者に伝える

思考力・判断力・表現力の
基礎となる知識・理解

2020年度スタート
対策に大学入学共通テスト

この１冊！ 小論文・面接対策にも !

※テクスト…▽文章▽文章ではない情報（グラフや表）▽文を含む情報（例えば、世論調査の結果を伝えるグラフや表）――
　　　　　　などの総称

共通テスト思考力を鍛える 国語（記述式）・公民
定価：本体６８０円（税別）

発行：㈱毎日教育総合研究所 TEL 03-3212-1406
ISBN:978-4-620-90739-0

お問い合わせ

構　想

?!

分　析

表　現

統　合

知　識

推　論

2018年11月16日（金）発売

転
載
不
可


